
《
翻　

訳
》

　　
 
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
（
一
）

　　 

　

イ　

ン　

セ　

ッ　

ク 　
　

 

（『
人
権
年
鑑
』
一
九
九
三
） 　
　
　

　 

　

桐　

村　

彰　

郎
（
訳
）　
　

　
（
訳
者
解
説
）

　

こ
こ
に
訳
出
す
る
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
あ
る
人
権
N
G
O
・
イ
ン
セ
ッ
ク
（IN

SE
C
:
Inform

alSector
Service

C
entre

）
が
発
行
し
た
『
人
権
年
鑑
』
一
九
九
三
年
版
に
、
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
「
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」（"H

ighlight

of
the
Y
ear

U
ntouchables

in
N
epal"

）
で
あ
る
。

　

本
論
考
は
、
一
九
九
〇
年
の
民
主
化
運
動
に
よ
っ
て
多
党
制
民
主
主
義
が
出
発
し
た
時
点
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
旧

習
が
い
ま
だ
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
際
的
な
支
援
と
ネ
パ
ー
ル
の
人
権
N
G
O
や
政
府
の
努
力
に
よ
っ
て
、

現
在
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
状
況
は
当
時
よ
り
い
く
ら
か
は
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の
と
信
じ
る
が
、
い
ま
だ
に
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の

実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
近
年
の
諸
差
別
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ネ
パ
ー
ル
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」

（
沖
浦
和
光
ほ
か
編
『
ア
ジ
ア
の
身
分
制
と
差
別
』
所
収
、
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
や
「
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
ダ
リ
ッ
ト
差
別
」
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（『
奈
良
法
学
会
雑
誌
』
第
一
九
巻
三
・
四
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
不
詳
で
あ
っ
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
は
じ
め
、
各
地
域
の
慣
習
、
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
て
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
日
本
で
ネ
パ
ー
ル
に
関
心
を
も
つ
人
々
が
、
こ
の
時
点
と
現
時
点
の
状
況
を
比
較
検
討

す
る
た
め
に
も
、
本
論
考
を
訳
出
す
る
こ
と
は
、
有
益
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
日
か
ら
み
て
、
不
正
確
な
叙
述
と

思
わ
れ
る
叙
述
も
一
部
に
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
補
正
を
加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
現
地
語
を
英
語
表
記
に
転
換
す
る

過
程
で
い
く
つ
か
の
不
統
一
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
も
無
理
に
統
一
を
は
か
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

　

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ン
セ
ッ
ク
の
承
諾
を
得
た
。

　

な
お
、
便
宜
の
た
め
、
目
次
一
覧
は
訳
者
が
付
け
加
え
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

目
次
一
覧

カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
ア
ン
タ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
と
は
な
に
か

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
の
シ
ス
テ
ム：

起
源

階
級
制
度
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
は
誰
か
？

　
（
a
）
装
飾
品
、
武
器
、
陶
器
類
を
作
る
仕
事
や
他
の
労
働
技
能
に
従
事
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
（
b
）
布
を
織
っ
た
り
地
域
の
音
楽
楽
器
を
弾
い
た
り
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
（
ｃ
）
皮
革
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
（
d
）
歌
う
ジ
プ
シ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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（
e
）
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
（
f
）
ク
マ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
（
g
）
洗
濯
職
に
関
係
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ：

ド
ー
ビ

　
（
h
）
テ
ラ
イ
（
マ
デ
シ
ュ
）
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

　
（
i
）
ネ
ワ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
に
も
と
づ
く
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
状
況

辺
鄙
な
西
部
地
域

　

ハ
リ
ヤ
（
耕
作
男
た
ち
の
）
シ
ス
テ
ム

　

ド
リ
（
担
ぎ
か
ご
）
シ
ス
テ
ム

　

ジ
ャ
リ
（
姦
通
）
シ
ス
テ
ム

　

ダ
ン
・
カ
ー
ネ
／
チ
ャ
ン
グ
ラ
（
持
参
金
）
シ
ス
テ
ム
（
以
上
本
号
）

中
西
部
地
域

西
部
地
域

中
央
地
域

東
部
地
域

カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
宗
教
的
諸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
政
府
お
よ
び
政
党
の
態
度

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
解
放
の
た
め
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

カ
ー
ス
ト
・
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
廃
止
の
た
め
の
勧
告
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　

カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
ア
ン
タ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
と
は
な
に
か

　　

イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
や
そ
の
近
隣
諸
国
の
い
く
つ
か
で
は
、
カ
ー
ス
ト
分
裂
お
よ
び
ア
ン
タ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
が
、
何
世
紀
も
存
在
し
、

な
お
社
会
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
の
他
の
ど
ん
な
国
々
で
も
支
配
的
で
は
な
い
し
、
今
は
存
在
も

し
て
い
な
い
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
支
配
的
な
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
の
よ
う
な
国
に
住
ん
で
い
る
人
び
と
は
、
何
千
年
も
の
間
、
多
く
の

社
会
的
差
別
や
憎
悪
や
屈
辱
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
国
々
で
の
こ
の
社
会
的
慣
行
は
人
類
に
た
い
す

る
侮
辱
な
の
だ
。

　

最
初
は
カ
ー
ス
ト
分
裂
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
古
典
の
聖
典
や
歴
史
的
証
拠
に
つ
い
て
の
徹
底
的
分
析
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
お
い
て
、
原
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
」（
カ
ー
ス
ト
分
裂
や
ア
ン
タ
チ
ャ

ビ
リ
テ
ィ
を
含
む
）
を
も
た
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
後
に
で
き
あ
が
っ
た
の
だ
。
こ
れ
に
関
し
て
マ
ハ
ビ
ラ
ー

ト M
ahabhirat

す
な
わ
ち
有
名
な
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
聖
典
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
「
原
住
民
は
カ
ー
ス
ト
や
世
襲
的
地
位
に
お
い
て
平
等
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
人
び
と
の
間
に
は
不
平
等
や
差
別
は
な
か
っ
た
。」

（
シ
ャ
ン
テ
ィ
パ
ル
ヴ
ァ Shantiparva   １０７

/３０

）

　

初
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
後
に
な
っ
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の
こ

と
は
、
バ
ー
ル
ミ
キ
・
ラ
マ
ヤ
ン B

alm
ikiR

am
ayan

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ト
ゥ
レ
タ
・
ユ
グ
（
時
代
）
が
サ
ッ
チ
ャ
・
ユ
グ
に
つ
づ
い
た
。
そ
し
て
強
力
な
ク
シ
ャ
ﾄ
リ
ヤ
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
同
様
に
そ
こ
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で
苦
行
を
行
い
始
め
た
。
そ
の
時
、
マ
ヌ
と
他
の
賢
人
た
ち
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
ク
シ
ャ
ﾄ
リ
ヤ
の
あ
い
だ
に
相
違
を
認
め
ず
四
つ
の
階

級
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
立
し
た
。」（
ウ
ッ
タ
ル
カ
ン
ド U

ttarkand
７４
/１１
－
１５

）

　

ヴ
ェ
ー
ダ
の
時
代
に
お
い
て
は
ア
ー
リ
ヤ
人
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
ク
シ
ャ
ﾄ
リ
ヤ
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
に
分
類
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
階
級
は
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
の
第
一
期
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
時
期
に
シ
ュ
ー
ド
ラ
が
作
ら
れ
た
が
、
し
か
し
彼
ら
は
無
視
さ
れ

て
は
い
な
い
。

　
「
カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
リ
ン
グ
・
プ
ラ
ナ L
ing
P
urana

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
南
イ
ン
ド
で
は
じ
ま
っ
た
。（
プ
ル

ヴ
ァ
ル
ダ P

urvardha８９
/９５

）」

　

ヒ
ン
ド
ゥ
教
よ
り
も
早
く
に
ヴ
ェ
ー
ダ
信
仰
が
存
在
し
た
。
ヴ
ェ
ー
ダ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
ア
ー
リ
ヤ
人
に
よ
っ
て
吟
唱
さ

れ
る
歌
や
聖
歌
か
ら
、
当
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
達
が
平
等
で
あ
り
そ
し
て
カ
ー
ス
ト
差
別
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
は
明
ら

か
で
あ
る
。（
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ　

１０
/１９１
/３
－
４

）

　

カ
ー
ス
ト
は
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
で
は
な
い
。
初
期
に
お
い
て
そ
れ
は
人
の
行
う
仕
事
の
性
質
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
リ
グ

ヴ
ェ
ー
ダ
の
第
一
〇
マ
ン
ダ
ラ
の
お
わ
り
ご
ろ
に
四
つ
の
カ
ー
ス
ト
が
明
ら
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
巨
人
が
そ
の
口
と
手
と
太
も
も
と
足
を
も
っ
て
い
た
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
ク
シ
ャ
ﾄ
リ
ヤ
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
と

シ
ュ
ー
ド
ラ
を
」（
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ　

１０
/９０
/１２

）

　

第
一
〇
マ
ン
ダ
ラ
の
聖
歌
は
紀
元
前
一
五
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
年
の
間
に
つ
く
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
あ
る
人
び
と
の
間
で
、
労
働
の
四
つ
の
型
に
も
と
づ
い
て
社
会
を
四
階
級
に
分
割
す
る
こ
と
が
は
じ
ま
っ
た
。
紀
元
前

一
二
〇
〇
年
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
階
級
と
は
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
�
ブ
ラ
ー
マ
ン
。
礼
拝
、
知
識
、
教
育
な
ど
の
よ
う
な
知
的
活
動
に
従
事
（
知
的
な
ら
び
に
宗
教
的
分
野
）
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二
�
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
。
軍
事
、
統
治
お
よ
び
農
業
に
従
事
（
政
治
分
野
）

三
�
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
。
牧
畜
、
農
業
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
（
経
済
分
野
）

四
�
シ
ュ
ー
ド
ラ
。
重
労
働
、
職
人
仕
事
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
（
労
働
分
野
）

　

リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
に
は
こ
う
し
た
四
階
級
の
ほ
か
に
、
ヴ
ェ
ー
ダ
後
期
に
あ
ら
わ
れ
た
他
の
カ
ー
ス
ト
や
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
・

シ
ス
テ
ム
の
言
及
は
な
い
。

　
「
ヴ
ァ
ル
ナ
」（
階
級
）
と
い
う
言
葉
は
も
と
も
と
色
を
意
味
す
る
が
、
の
ち
に
そ
の
原
初
的
意
味
を
失
い
、
労
働
の
分
裂
﹇
分
業
﹈

を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ァ
ル
ナ
」
と
「
ジ
ャ
ー
ト
」（
カ
ー
ス
ト
）
は
い
ま
や
同

義
的
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ー
リ
ヤ
人
と
非
ア
ー
リ
ヤ
人
は
、
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
え
る
が
、
そ

こ
で
は
非
ア
ー
リ
ヤ
人
は
、「
ダ
ス
」D
as

あ
る
い
は
「
ダ
シ
ュ
」D

asyu

（
召
使
）
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
古
代

の
時
期
に
「
ヴ
ァ
ル
ナ
」
と
い
う
言
葉
は
ア
ー
リ
ヤ
人
と
非
ア
ー
リ
ヤ
人
を
区
別
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
は
ア
ー
リ
ヤ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
、
シ
ィ
テ
ィ
ア
ン Shithian

の
先
祖
の
集
合

体
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
テ
イ
と
ヴ
ァ
ル
ナ
は
お
互
い
に
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
る
隣
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ブ
ラ
ー
マ

ン
が
カ
ー
ス
ト
に
転
換
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ジ
ャ
ー
テ
イ
も
ま
た
ヴ
ァ
ル
ナ
と
し
て
扱
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
最
初
は
、
上
述
の
四
階

級
は
少
数
の
ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
人
々
に
つ
い
て
の
み
見
出
さ
れ
た
が
、
個
人
ひ
と
り
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
仕
事
に
と
っ
て
必
要
な
適
格
性
を
獲
得
し
て
の
ち
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
や
シ
ュ
ー
ド
ラ
は
、
尊
敬
を
う
け
る
上
層

カ
ー
ス
ト
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
マ
ハ
バ
ラ
ー
ト
は
い
っ
て
い
る
。

　
「
シ
ュ
ー
ド
ラ
階
級
に
生
ま
れ
た
人
で
も
、
あ
る
階
級
に
ふ
さ
わ
し
い
徳
と
能
力
を
獲
得
す
る
場
合
に
は
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
や
ク
シ
ャ

ﾄ
リ
ヤ
や
ブ
ラ
ー
マ
ン
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
ヴ
ァ
ン
パ
ル
ヴ
ァ V

anparva
２１１
/１１
－
１２

）
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初
期
に
は
、
ブ
ラ
ー
マ
・
プ
ー
ラ
ン B

rahm
a
P
uran

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
階
級
す
べ
て
の
男
女
は
ヴ
ェ
ー
ダ
を
唱
え

た
り
「
ヨ
ー
ギ
ャ
」
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る
適
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
「
シ
ュ
ー
ド
ラ
さ
へ
も
、
ヴ
ェ
ー
ダ
や
他
の
聖
典
を
研
究
し
、
ま
た
よ
き
文
化
的
行
為
を
も
て
ば
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
他
の
上
位
階
級

に
昇
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
の
行
為
が
望
ま
し
い
も
の
で
な
い
の
な
ら
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
も
ま
た
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
り
う
る
。」（
ブ
ラ
ー
マ
・
プ
ー
ラ
ン
、２２３

/５３
－
５４

）

　

こ
の
状
況
は
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ﾄ
・
ギ
ー
タ B

hagavat
G
eeta

で
ロ
ー
ド
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
我
は
人
間
の
質
と
行
為
に
も
と
づ
い
て
四
つ
の
階
級
を
創
造
し
た
。」

　

古
代
の
聖
典
が
シ
ュ
ー
ド
ラ
あ
る
い
は
下
位
に
生
ま
れ
た
ひ
と
び
と
の
実
例
に
富
ん
で
お
り
、
昇
格
せ
し
め
ら
れ
た
家
族
を
上
品

ぶ
っ
た
賢
人
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
な
ど
と
し
て
非
難
し
た
の
は
、
こ
の
ル
ー
ル
に
よ
る
の
で
あ
る
。
バ
ジ
ラ
ス
ー
チ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に

よ
れ
ば
、
プ
ー
ラ
ン
の
な
か
で
評
価
さ
れ
て
い
る
賢
人
の
な
か
で
、
パ
ラ
サ
ー
ル P

arasar

、
バ
シ
シ
タ B

ashishta

、
ヴ
ィ
ス
ワ
ミ
ト

ラ V
isw
am
itra

、
バ
ル
ド
ワ
ジ B
hardw

aj
お
よ
び
ナ
ラ
ダ N

arada

は
そ
れ
ぞ
れ
人
殺
し
、
売
春
婦
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
、
シ
ュ
ー
ド

ラ
お
よ
び
召
使
の
母
か
ら
生
ま
れ
、
し
か
も
な
お
か
れ
ら
は
上
層
階
級
に
昇
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
タ
ン
ガ M

atanga

は
人
殺
し
で
あ
っ

た
が
、
苦
行
の
修
練
を
つ
う
じ
て
賢
人
の
地
位
に
到
達
し
た
。
初
期
に
は
、
カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
移
住
し
た

ア
ー
リ
ヤ
人
種
の
す
べ
て
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
平
等
に
思
わ
れ
た
。
ヴ
ィ
デ
ア V

ideha

、
シ
ャ
ッ
キ
ャ Shakya

、
コ
リ
ヤ K

oliya

、

リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ L

ichchhavi

、
マ
ッ
ラ M

alla

お
よ
び
他
の
ア
ー
リ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
は
す
べ
て
ク
シ
ャ
ﾄ
リ
ヤ
だ
け
と
考
え
ら
れ

た
。
そ
し
て
他
の
四
階
級
に
は
言
及
が
な
い
。

　

ビ
ム
ラ
オ
・
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
博
士
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
起
源
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
る
。
第
一
に
そ
れ
は
王
と
ブ
ラ
ー
マ
ン

と
の
抗
争
の
結
果
で
あ
る
。
第
二
に
そ
れ
は
ま
た
仏
教
徒
と
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
の
あ
い
だ
の
闘
い
の
結
果
で
も
あ
り
、
そ
の
闘
い
で
、
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（
ア
ー
リ
ヤ
人
に
敵
対
す
る
）
非
ア
ー
リ
ヤ
人
が
ア
ー
リ
ヤ
人
に
打
倒
さ
れ
、
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
前
者
が

「
シ
ュ
ー
ド
ラ
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
な
っ
て
追
加
さ
れ
た
リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
の
「
プ
ル
シ
ュ
・
シ
ュ
ー
ク
タ
」"P

u
ru
sh

S
ook
ta"

を
除
け
ば
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
人
び
と
が
シ
ュ
ー
ド
ラ
に
召
使
の
地
位
を
割
り
当
て

始
め
た
と
き
、
ア
ー
リ
ヤ
人
は
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
職
業
を
捨
て
始
め
た
。
後
に
、
非
ア
ー
リ
ヤ
人
の
貧
し
い
労
働
者
や
戦
争
捕
虜
が
シ
ュ
ー

ド
ラ
あ
る
い
は
奴
隷
に
転
換
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

シ
ュ
ー
ド
ラ
が
採
用
し
た
職
業
は
、
徐
々
に
奴
隷
の
水
準
へ
と
落
ち
込
み
、
そ
し
て
非
ア
ー
リ
ヤ
人
の
戦
争
捕
虜
が
そ
こ
に
収
容
さ

れ
た
。
シ
ュ
ー
ド
ラ
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
や
ほ
か
の
も
の
が
採
用
し
た
職
業
を
選
ぶ
の
を
や
め
た
。
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
仕
事
、

鉄
や
皮
革
や
粘
土
や
道
路
や
下
水
の
清
掃
、
屠
畜
、
葬
式
の
場
で
の
給
仕
な
ど
な
ど
も
ま
た
憎
悪
と
軽
視
の
念
で
み
ら
れ
た
。
徐
々
に

シ
ュ
ー
ド
ラ
は
階
級
搾
取
と
不
正
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
が
そ
の
仕
事
を
捨
て
、
他
の
階
級
の
職
業
を
選
ぶ
こ
と
を
禁
止
す
る
と

い
う
制
限
が
課
さ
れ
た
。
も
し
誰
か
が
制
限
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
彼
・
彼
女
は
厳
し
く
処
罰
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ヌ
法
典
（１０

/４３
－
４５

）
で
は
、
四
つ
の
階
級
を
除
く
す
べ
て
の
カ
ー
ス
ト
は
マ
ヌ
に
よ
っ
て
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
も
と
に
グ
ル
ー
プ
化

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
の
シ
ス
テ
ム：

起
源

　　

リ
グ
ヴ
ェ
ー
ダ
は
チ
ャ
ル
マ
ム
ナ
（
す
な
わ
ち
「
チ
ャ
マ
ー
ル
」
＝
靴
職
人
）
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
し
て
ヴ
ァ
ジ
ャ
ス
ネ
ミ
・
サ

ミ
タ V
ajasn

em
iS
am
h
ita

は
「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
」
や
「
パ
ウ
ラ
カ
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
他
方
、
ド
ビ
ニ
法
典 

D
h
ob
in
iS
m
riti

は
「
ラ
ジ
ャ
ク
」
に
言
及
し
、
チ
ャ
ン
ド
ー
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
は
「
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
」
に
言
及
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
階
級
の
人
々
が
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
だ
っ
た
と
い
う
言
及
は
ど
こ
に
も
な
い
。
法
典
の
引
用
句
に
は
、
ア
ン
タ
ッ
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チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
の
状
況
へ
の
言
及
が
見
出
さ
れ
う
る
。
上
層
支
配
階
級
の
人
々
は
次
第
に
、
彼
ら
の
優
越
性
を
示
し
、
社
会
に
お
け
る

か
れ
ら
の
支
配
を
確
立
す
る
た
め
に
シ
ュ
ー
ド
ラ
を
抑
圧
し
つ
づ
け
た
。
後
に
な
っ
て
、
彼
ら
が
好
ま
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
忌
ま
わ

し
い
仕
事
を
す
る
よ
う
強
要
し
た
シ
ュ
ー
ド
ラ
が
さ
ら
に
劣
っ
た
地
位
に
押
し
下
げ
ら
れ
、
社
会
的
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
と
し
て
追
放
さ

れ
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
シ
ュ
ー
ド
ラ
が
あ
ら
わ
れ
た
。

　

一
�
主
人
の
た
め
に
働
く
そ
の
家
に
定
住
す
る
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ド
ラ

　

二
�
社
会
的
ア
ウ
ト
・
カ
ー
ス
ト
と
し
て
生
活
す
る
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ド
ラ

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ー
ラ
ン V

ishnu
P
uran

の
次
の
聖
歌
は
こ
の
状
況
を
論
じ
て
い
る
。

　
「
そ
の
生
命
、
財
産
、
そ
し
て
妻
を
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
奉
仕
に
捧
げ
る
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
触
れ
た
穀
物
や
他
の
品
目
は
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
他
の
シ
ュ
ー
ド
ラ
に
よ
る
も
の
は
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　

シ
ュ
ー
ド
ラ
の
父
と
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
や
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
の
母
と
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
、
ア
ー
ヨ
ー
ガ
ヴ
ァ A

yogava

、

ク
シ
ャ
ッ
ト
ラ K

shatra

そ
し
て
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル C

handal

の
よ
う
な
下
層
カ
ー
ス
ト
と
判
断
さ
れ
、
社
会
か
ら
追
放
さ
れ
、
ア
ン
タ

チ
ャ
ブ
ル
と
み
な
さ
れ
た
。

　

ヴ
ヤ
ス
法
典 V
yas
Sm
riti

は
、
以
下
の
カ
ー
ス
ト
や
職
業
の
人
々
を
ア
ン
タ
チ
ャ
ブ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
て
い
る
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
キ
ラ
ン
ト
、
カ
ヤ
ス
タ
、
マ
リ
、
竹
職
人
、
べ
ラ
ー
ト
、
カ
ン
ジ
ャ
ー
ル
（
犬
を
食
べ
る
）、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
、

ダ
ス
、
メ
ッ
タ
ー
ル
（
掃
除
人
）、
コ
ラ
ー
ク
そ
し
て
牛
肉
を
食
べ
る
す
べ
て
の
カ
ー
ス
ト
は
低
い
生
ま
れ
で
あ
る
。
彼
ら
と
話
を
す

る
と
い
う
罪
は
、
沐
浴
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
る
。
彼
ら
を
見
る
と
い
う
罪
は
、
太
陽
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
う
る
。（１

/１１
－

１２

）

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
と
キ
ラ
ン
タ
（
モ
ン
ゴ
ル
人
種
）
も
ま
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
階
級
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
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が
ら
、
彼
ら
は
、
初
期
に
お
い
て
も
、
後
に
な
っ
て
も
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
よ
う
に
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

　

法
典
は
ま
た
、
同
じ
「
ゴ
ー
ト
ラ
」"G

otra"

（
出
自
）、
す
な
わ
ち
血
縁
関
係
を
持
っ
て
い
る
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
も
社
会
的

に
追
放
さ
れ
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
非
難
さ
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
邪
悪
な
行
い
を
す
る
罪
人
も
ま
た
社

会
的
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
お
よ
び
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
マ
ヌ
法
典
に
よ
れ
ば
、
ブ
デ
イ
ス
ト
、
パ
シ
ュ
パ
ー
ト
、

ジ
ャ
イ
ン
、
ロ
カ
ヤ
ー
ト
、
カ
ピ
ル
あ
る
い
は
サ
ン
キ
ャ
の
信
者
達
、
非
宗
教
的
ブ
ラ
ー
マ
ン
、
シ
ャ
イ
ヴ
ァ
、
無
神
論
者
も
ま
た
、

ブ
ラ
ー
マ
・
プ
ー
ラ
ン
の
な
か
で
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
数
え
ら
れ
た
。

　

も
し
人
が
特
殊
な
条
件
の
も
と
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
彼
・
彼
女
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
家

族
内
の
人
の
死
に
よ
る
不
浄
、
子
供
を
出
産
し
、
あ
る
い
は
月
の
巡
り
を
持
つ
女
性
、
あ
る
い
は
か
れ
ら
に
触
れ
そ
し
て
沐
浴
に
よ
っ

て
自
ら
を
浄
化
し
な
か
っ
た
人
々
は
ま
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
み
な
さ
れ
る
。
す
べ
て
の
非
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
も
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

と
み
な
さ
れ
る
。

　

す
べ
て
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
の
な
か
で
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
は
最
も
哀
れ
む
べ
き
条
件
を
持
つ
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と

み
な
さ
れ
る
ほ
か
に
、
彼
ら
の
触
れ
た
空
気
さ
え
も
穢
れ
た
の
で
あ
る
（
ジ
ャ
タ
ク Jatak

３

）。
ア
プ
ス
タ
ン
ヴ
ァ
・
ダ
ル
マ
シ
ュ
ー

ト
ラ A

p
stan
v
a
D
h
arm
asootra

に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
、
眺
め
ら
れ
た
り
、
見
ら
れ
た
り
す
べ
き

で
は
な
い
。
マ
ヌ
法
典
は
、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ル
や
メ
タ
ー
ル M

ehtars

（
ポ
デ
や
チ
ャ
マ
ー
ル
）
に
関
す
る
規
定
を
含
む
が
、
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
彼
ら
は
町
あ
る
い
は
村
の
外
に
住
み
、
粘
土
ポ
ッ
ト
だ
け
を
使
い
、
葬
式
場
で
死
体
を
焼
き
、
死
刑
判
決
を
う
け
た
人
々
を
殺

し
、
こ
の
人
々
の
ベ
ッ
ド
と
装
身
具
を
使
い
、
他
の
い
や
で
た
ま
ら
な
い
こ
と
を
す
べ
き
で
あ
る
。（１０

/５１
－
５６

）

　

世
界
史
を
一
瞥
す
る
と
、
生
ま
れ
や
職
業
に
も
と
づ
く
カ
ー
ス
ト
制
度
が
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ペ
ル
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
や
中
国
や
日
本
や
他

の
国
々
で
も
存
在
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
カ
ー
ス
ト
差
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別
や
ア
ン
タ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
は
な
か
っ
た
。
今
日
で
さ
え
も
、
非
白
人
、
特
に
黒
人
は
、
し
ば
し
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
嫌

悪
や
憎
悪
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
態
度
は
ア
ン
タ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
の
水
準
に
ま
で
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

　

イ
ン
ド
亜
大
陸
に
は
世
界
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ス
ト
や
部
族
が
移
住
し
て
き
た
。
こ
の
移
民
の
混
合
は
、
カ
ー
ス
ト
差
別
や
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
の
よ
う
な
望
ま
し
く
な
い
状
況
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
は
後
に
極
端
に
複
雑
な
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
社
会
悪
は
科
学
と
民
主
主
義
と
社
会
主
義
の
こ
の
時
代
に
お
い
て
さ
え
ま
さ
に
同
じ
形
態
で
生
き
残
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
カ
ー
ス

ト
に
支
配
さ
れ
た
ヴ
ェ
ー
ダ
の
あ
る
い
は
ヒ
ン
ド
ゥ
の
宗
教
を
信
じ
る
人
び
と
を
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ク
ト
に
分
裂
さ
せ
、
か
れ
ら
へ
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
作
り
上
げ
た
。
非
ア
ー
リ
ヤ
人
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
で
な
く
、
カ
ー
ス
ト
制
度
を
信
じ
な
い
の
で
、
社
会
的
序
列
に
お

い
て
よ
り
低
い
と
見
な
さ
れ
、
侮
辱
さ
れ
、
征
服
さ
れ
て
そ
の
無
実
の
犠
牲
者
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
あ

る
い
は A

ustric

の
部
族
出
自
の
人
々
、
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
、
リ
ン
ブ
ー
、
サ
タ
ー
ル
な
ど
で
あ
る
。
グ
ル
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
に
お

い
て
は
、「
チ
ャ
ー
ル
・
ジ
ャ
ー
ト
」
と
「
ソ
ラ
ー
・
ジ
ャ
ー
ト
」
の
間
に
差
別
が
あ
る
。
マ
ガ
ー
ル
、
ラ
イ
、
タ
ル
ー
お
よ
び
い
く

つ
か
の
テ
ラ
イ
の
部
族
民
は
、
彼
ら
自
身
の
部
族
内
に
は
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
差
別
や
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
は
存
在

し
な
い
け
れ
ど
も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
へ
の
改
宗
を
強
制
さ
れ
た
。
し
か
し
か
れ
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
ー
ス
ト
差
別
の
苦
い
経
験
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
バ
ラ
モ
ン
教
の
造
っ
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
対
す
る
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
イ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
族
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
お
よ
び
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
融
通
無
碍
さ
と
不
確
実
性
が
存
在
す
る
の
か
？
何
が
事
実
な
の
か
？

　

バ
ラ
モ
ン
教
的
文
学
の
形
成
の
間
に
、
職
業
で
は
な
く
生
ま
れ
に
も
と
づ
い
て
カ
ー
ス
ト
を
決
定
す
る
と
い
う
概
念
が
進
展
し
た
。

文
明
と
文
化
の
進
展
と
と
も
に
分
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
の
ち
に
労
働
と
技
術
と
技
能
の
進
展
の
結
果
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ス
ト
が

あ
ら
わ
れ
た
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
始
ま
り
に
先
立
っ
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
の
間
の
差
別
は
敗
者
と
勝
者
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の
そ
れ
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
。
敗
北
し
た
も
の
た
ち
は
時
間
の
経
過
の
な
か
で
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
宣
せ
ら
れ
た
。
こ
の
事
実
は
、

ヴ
ェ
ー
ダ
後
期
の
諸
著
作
、
サ
ン
ギ
タ
法
典 Sm

ritiSanghitas

に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
や
さ
し
さ
に
対
し
て
強
大
な
力
が
ま
す
ま

す
勝
利
す
る
に
つ
れ
て
、
家
父
長
的
社
会
が
女
性
に
対
す
る
支
配
を
確
立
し
た
。
そ
れ
は
彼
女
た
ち
を
助
け
の
な
い
無
視
さ
れ
る
状
況

の
な
か
へ
と
押
し
や
っ
た
。
三
つ
の
上
位
カ
ー
ス
ト
は
団
結
し
て
、
女
性
と
シ
ュ
ー
ド
ラ
か
ら
ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
諸
権
利
を
奪
っ
た
。
次

第
に
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
の
概
念
が
進
展
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
相
互
の
影
響
の
な
か
で
分
岐
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
に
支
配
階
級
の
役
割
を
生
ぜ
し
め
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
的
評
判
を
判
断
す
る
態
度
に
お
い
て
冷
淡
さ
が
支
配
的

に
な
っ
た
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
独
占
の
方
向
に
向
か
い
、
カ
ー
ス
ト
や
台
所
に
感
情
的
な
バ
リ
ア
を
立
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
極
端
に
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
幼
時
婚
、
老
人
婚
、
一
夫
多
妻
や
不
適
合
婚
が
、
抵
抗
さ
れ
る
よ
り
も
む

し
ろ
奨
励
さ
れ
た
。
ジ
ャ
イ
シ
、
ガ
ー
レ
、
バ
ー
ト
、
サ
ニ
ャ
ー
シ
、
タ
ク
リ
、
ハ
マ
ル
、
ブ
イ
ハ
ー
ル
、
ナ
ガ
ル
コ
ッ
テ
ィ
、
ゴ
ラ

ク
、
ク
ン
ダ
ク
そ
し
て
プ
ラ
テ
ィ
ロ
ム
の
よ
う
な
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
が
数
に
お
い
て
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
堕
落
は
絶
頂
に
達
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
存
の
社
会
的
伝
統
が
逆
に
影
響
を
う
け
、
規
定
さ
れ
た
規
範
に
反
し
て
子
供
た
ち
を
生
ん
だ
か
ど
で
処
罰
す
る
よ

う
な
狭
量
な
態
度
が
で
て
き
た
。
混
血
の
子
供
を
憎
み
、
彼
ら
を
罪
人
や
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
い
、
そ
し
て
彼
ら
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
か
ら
追
放
す
る
と
い
う
よ
う
な
非
人
間
的
態
度
が
次
第
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
堕
落
の
起
源
は
、
敗
者
を

そ
の
奴
隷
や
社
会
的
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
と
し
て
扱
い
、
彼
ら
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
追
放
し
、
そ
し
て
か
れ
ら
に
屈
辱
を
与
え
る
こ
と

か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　

取
引
や
産
業
も
ま
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
原
因
で
は
な
い
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
は
ブ
デ
ィ
ス
ト
を
憎
む
と
同
じ
や
り
方
で
敗
者
に

対
し
か
れ
ら
に
悪
意
を
持
っ
た
。
同
様
に
、
ア
ー
リ
ヤ
‐
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
戦
争
で
勝
利
し
た
ア
ー
リ
ヤ
人
は
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
を
そ
の
奴
隷

に
し
た
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
は
部
族
民
に
対
し
て
勝
利
を
収
め
て
お
り
、
彼
ら
を
奴
隷
や
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
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扱
っ
て
い
た
。
こ
の
カ
ー
ス
ト
制
度
は
近
代
的
系
図
の
具
体
的
形
態
で
は
な
い
。
現
存
の
カ
ー
ス
ト
制
度
に
よ
れ
ば
、
ム
ス
レ
ム
お
よ

び
他
の
宗
教
出
身
の
人
々
も
ま
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
カ
ー
ス
ト
制

度
は
宗
教
の
派
生
物
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

階
級
制
度
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ

　　

仏
陀
は
紀
元
前
五
世
紀
に
カ
ー
ス
ト
制
度
に
対
す
る
革
命
を
開
始
し
た
。
シ
ャ
ッ
キ
ャ
族
は
自
ら
を
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
と
呼
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
そ
の
時
期
に
は
す
で
に
西
部
ネ
パ
ー
ル
の
テ
ラ
イ
で
カ
ー
ス
ト
制
度
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
バ

グ
マ
テ
ィ
峡
谷
や
他
の
山
岳
地
域
は
当
時
キ
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
カ
ー
ス
ト
制
度
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
シ
ャ
ッ
キ
ャ
や
マ
ッ
ラ
や
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第

に
行
わ
れ
始
め
た
。
紀
元
後
五
世
紀
に
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
は
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
の
領
土
の
拡
大
と
と
も
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

す
べ
て
の
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
の
王
た
ち
の
な
か
で
、
ブ
リ
シ
ャ
・
デ
ー
ヴ
ァ
だ
け
が
仏
教
徒
で
、
ほ
か
は
ヴ
ェ
ー
ダ
期
の
宗
教
と
階
級

制
度
を
採
用
し
た
。
マ
ン
デ
ー
ヴ
ァ
王
（
Ａ
Ｄ
四
六
四－

五
〇
五
）
は
チ
ャ
ン
グ
・
ナ
ラ
ヤ
ン
寺
院
を
建
て
た
。
か
れ
が
カ
ー
ス
ト
制

度
に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
ま
た
彼
の
碑
文
の
多
く
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
タ
ン
コ
ッ
ト
に
あ
る
バ
サ
ン
タ
・

デ
ー
ヴ
ァ
（
Ａ
Ｄ
五
〇
六－

五
三
二
）
の
碑
文
は
「
ジ
ャ
イ
パ
リ
ッ
カ
村
の
ブ
ラ
ー
マ
ン
を
含
む
一
八
の
カ
ー
ス
ト
す
べ
て
に
よ
る
貧

農
の
福
祉
」
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
四
つ
の
階
級
と
一
八
の
カ
ー
ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
同
様
に
、
ア
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
マ
ー
（
Ａ
Ｄ
五
八
八－

六
二
一
）
に
よ
る
テ
ィ
ス
ツ
ン
グ
の
碑
文
（
Ａ
Ｄ
六
〇
七
）
は
「
ア
ー
リ
ヤ
の
行
為
規
範
す
な
わ

ち
カ
ー
ス
ト
制
度
を
侵
犯
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

中
世
に
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
の
マ
ッ
ラ
王
朝
の
王
た
ち
は
、
何
百
と
い
う
ヒ
ン
ド
ゥ
寺
院
を
建
て
た
。
ジ
ャ
ヤ
ス
テ
ィ
ッ
テ
ィ
・
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マ
ッ
ラ
（
A
D
一
三
六
〇－

九
五
）
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
制
定
し
た
。
ゴ
ル
カ
王
の
ラ
ム
・
シ
ャ
ハ
（
一
六
〇

五－

三
六
）
が
カ
ー
ス
ト
制
度
に
も
と
づ
い
て
社
会
を
組
織
し
た
東
部
テ
ラ
イ
で
は
、
A
D
一
〇
九
七
年
か
ら
一
三
二
五
年
に
わ
た
っ

て
カ
ー
ス
ト
の
登
録
制
度
が
支
配
的
と
な
っ
た
。
カ
ー
ス
ト
制
度
は
ま
た
A
D
一
三
三
八
年
頃
に
は
カ
ル
ナ
リ
地
域
に
お
い
て
強
ま
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
事
実
は
、
今
日
の
ネ
パ
ー
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
支
配
的
な
カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
中
世
に
急
速
に
拡
大
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ヤ
ス
テ
ィ
テ
ィ
・
マ
ッ
ラ
と
ラ
ム
・
シ
ャ
ハ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
諸
聖
典
と
マ
ヌ
法
典
に
も
と
づ
い
た
厳
し
い
社

会
的
諸
規
制
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
う
し
た
規
制
に
よ
れ
ば
、
低
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
公
然
と
差
別
さ
れ
、
普
通
の
人
間
と
し
て
生
活
す

る
た
め
の
諸
権
利
を
剥
奪
さ
れ
た
。
彼
ら
は
上
層
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
比
べ
て
衣
・
職
・
住
の
点
で
さ
え
も
差
別
さ
れ
た
。
衣
類
は
そ

の
カ
ー
ス
ト
に
も
と
づ
い
て
着
ら
れ
た
。
低
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
、
プ
ッ
カ
の
建
物
を
建
て
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
町
か
ら
遠
く
離
れ

た
り
、
川
の
土
手
に
住
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ヤ
ス
テ
ィ
テ
ィ
・
マ
ッ
ラ
に
よ
っ
て
枠
組
み
を
与
え
ら
れ
た
こ
う
し
た

規
制
は
、
ス
レ
ン
ド
ラ
王
体
制
の
時
の
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
の
施
行
ま
で
同
じ
形
態
で
つ
づ
い
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
の
創
成
は
独
特
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
位
カ
ー
ス
ト
の
父
と
低
カ
ー
ス
ト
の
母
か
ら
生
ま
れ
た
子
供

は
昇
格
の
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
今
日
も
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
浄
化
し
水
を
撒
く
よ
う
な
、
書
か
れ
な
い
慣
行
が
あ
っ
た
。
流
浪
す
る
サ

ニ
ャ
ー
シ
の
父
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
や
カ
ー
ス
ト
間
の
結
婚
関
係
も
ま
た
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。

　

昇
格
に
つ
づ
く
の
は
降
格
で
あ
る
。
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
（
一
八
五
三
・
五
四
年
）
は
ネ
パ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
二
つ
の
カ
ー

ス
ト
へ
と
法
律
化
し
た
。「
そ
の
水
が
清
浄
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
カ
ー
ス
ト
」
と
「
そ
の
水
が
不
浄
で
あ
る
カ
ー
ス
ト
」
と
で
あ
る
。

第
二
の
カ
ー
ス
ト
は
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
水
の
撒
布
を
必
要
と
し
、
他
方
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

　

ラ
ナ
体
制
の
時
に
、
三
つ
の
カ
ー
ス
ト
の
首
領
は
、
彼
ら
自
身
の
カ
ー
ス
ト
に
関
連
す
る
問
題
を
解
決
す
る
権
限
を
授
け
ら
れ
た
。

カ
ミ
（
鉄
鍛
冶
工
）
や
サ
ル
キ
（
靴
職
人
）
の
か
し
ら
は
「
ミ
ジ
ャ
ー
ル
」"M

ijhars"

と
呼
ば
れ
た
。
同
様
に
ダ
マ
イ
（
仕
立
て
屋
）
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の
か
し
ら
は
「
ナ
ガ
ル
チ
」'N

agarchi'

と
呼
ば
れ
る
一
方
、
最
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
他
の
諸
カ
ー
ス
ト
は
彼
ら
自
身
の
か
し
ら
を
も
っ

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
些
細
な
法
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
事
務
所
ま
た
は
法
廷
に
行
か

な
く
て
も
よ
い
こ
と
を
目
的
に
し
て
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ミ
ジ
ャ
ー
ル
や
ナ
ガ
ル
チ
は
、
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
行
わ
れ

た
不
正
や
搾
取
を
増
加
さ
せ
た
。
彼
ら
は
明
ら
か
に
そ
の
主
人
達
の
性
質
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
。
主
人
達
と
同
様
に
、
彼
ら
は
決
し

て
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
不
正
を
お
こ
な
う
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
対
す
る
い
か
な
る
訴
え
も
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

　

中
世
以
降
、
そ
の
カ
ー
ス
ト
で
降
格
さ
れ
た
人
々
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
と
彼
ら
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
そ
の
低
下
し
た
社
会
的
地
位
を

も
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
の
食
、
住
と
移
動
に
お
い
て
悪
化
が
生
じ
た
。
彼
ら
は
、
マ
ナ
ー
と
衛
生
と
自
尊
心
に
お
い
て
悪
化
し
は

じ
め
た
。
カ
ー
ス
ト
に
お
い
て
自
ら
を
よ
り
す
ぐ
れ
た
と
み
な
す
人
々
は
、
彼
ら
を
抑
圧
す
る
原
因
と
し
て
そ
れ
を
利
用
し
た
。
か
く

て
、
寺
院
に
入
っ
た
り
、
教
育
を
受
け
た
り
、
高
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
の
教
説
を
聞
く
こ
と
や
、
参
拝
す
る
こ
と
や
、
バ
ー
の
木
あ
る

い
は
ピ
パ
ル
の
木
を
植
え
る
こ
と
や
、
池
を
掘
る
こ
と
や
、
あ
る
い
は
威
信
を
永
続
す
る
た
め
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
す
る
こ
と
、

ほ
か
の
者
の
よ
う
に
ご
馳
走
や
祝
祭
、
他
の
社
会
的
慣
行
を
享
有
す
る
こ
と
に
た
い
し
て
、
非
人
間
的
で
反
社
会
的
な
禁
止
が
お
こ
な

わ
れ
た
。
一
般
的
に
言
っ
て
、
こ
れ
ら
の
慣
行
は
、
社
会
的
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
慣
行
よ
り
も
厳
格
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

低
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
野
蛮
な
拷
問
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
彼
ら
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
生
活
を
送
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
国
か
ら
追
放
さ
れ
な
い
よ
う
に
高
貴
に
生
ま
れ
た
女
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
も
し
彼
ら
が

上
層
カ
ー
ス
ト
の
人
び
と
の
な
か
へ
走
り
こ
む
な
ら
ば
、
彼
ら
は
道
を
落
ち
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
何
物
で
あ
ろ

う
と
、
敬
意
（JA

D
A
U

）
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
抑
圧
に
反
対
す
れ
ば
死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
高
位
カ
ー
ス

ト
出
自
の
だ
れ
か
が
低
位
カ
ー
ス
ト
出
自
の
女
性
と
結
婚
す
れ
ば
、
か
れ
は
「
ジ
ャ
リ
カ
ー
ト
」'Jarik

h
at'

の
資
格
を
も
た
な
か
っ
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た
。
も
し
彼
ら
が
（
聖
）
紐
を
身
に
つ
け
た
、
あ
る
い
は
つ
け
て
い
な
い
人
々
に
触
れ
る
な
ら
ば
、
水
を
撒
く
の
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
。
上
位
カ
ー
ス
ト
と
の
双
方
向
の
会
話
は
彼
ら
に
は
禁
じ
ら
れ
た
。
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
の
こ
う
し
た
差
別
的
な
諸
規
程
は
、

パ
ル
ス
カ
ー
ル
・
グ
リ
ヤ
シ
ュ
ー
ト
ラ P

arskar
G
rihyasutra

、
ガ
ウ
タ
ム
・
シ
ュ
ー
ト
ラ G

autam
Sutra

、
マ
ヌ
法
典
、
そ
れ
に

シ
ュ
ク
ラ
・
ニ
テ
ィ S

h
u
k
ra
N
iti

の
よ
う
な
ヒ
ン
ド
ゥ
経
典
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
こ
ん
な
や
り
方
で
軽
視
さ
れ

る
場
合
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
行
政
分
野
へ
の
彼
ら
の
参
加
と
い
う
問
題
は
生
じ
よ
う
が
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
土
着
の
音
楽
楽

器
を
演
奏
し
た
り
、
木
材
を
切
っ
た
り
、
皮
革
の
仕
事
を
や
っ
た
り
、
音
楽
や
美
術
や
ダ
ン
ス
を
や
っ
た
り
、
石
を
カ
ッ
ト
し
た
り
、

丸
石
や
陶
器
類
を
割
っ
た
り
、
労
働
者
と
し
て
賃
金
を
稼
い
だ
り
、
便
所
掃
除
を
し
た
り
、
洗
濯
し
た
り
、
死
ん
だ
動
物
の
皮
を
は
い

だ
り
す
る
よ
う
な
、
低
賃
金
の
手
仕
事
で
生
き
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
か
く
て
こ
う
し
た
無
援
の
人
々
は
一
九
五
〇
年
ま
で
拷

問
で
苦
し
め
ら
れ
た
。
彼
ら
は
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
彼
ら
の
叫
び
は
聴
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

現
在
の
カ
ー
ス
ト
制
度
も
ま
た
、
四
つ
の
階
級
と
三
六
の
カ
ー
ス
ト
か
ら
成
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
通
常
山
岳

部
と
丘
陵
部
に
お
い
て
な
さ
れ
る
ラ
フ
な
評
価
に
す
ぎ
な
い
。
ネ
ワ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
テ
ラ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
三
六
カ
ー

ス
ト
以
上
か
ら
成
っ
て
い
る
の
だ
。

　

パ
ン
チ
ャ
ヤ
ー
ト
体
制
の
時
に
お
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
は
「
ヒ
ン
ド
ゥ
国
家
」
と
呼
ば
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
王
国
憲
法
（
一
九
九
〇
年
）

も
、
ま
た
そ
れ
を
保
持
し
て
い
る
。
世
界
で
唯
一
の
ヒ
ン
ド
ゥ
国
家
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
た
何
千

名
も
の
人
々
が
、
何
世
紀
も
の
間
、
法
的
に
苦
い
経
験
を
し
て
き
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
教
に
も
と
づ
く
法
制
度
の
ゆ
え
に
、
下
層
カ
ー
ス
ト

の
犠
牲
者
は
、
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
、
マ
ッ
ラ
、
シ
ャ
ハ
お
よ
び
ラ
ナ
の
時
期
（
キ
ラ
ン
ト
の
時
期
を
除
い
て
）
に
、
同
じ
犯
罪
で
高
位

カ
ー
ス
ト
よ
り
も
、
非
人
間
的
で
厳
し
い
刑
罰
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
証
拠
に
、
歴
史
は
満
ち
満
ち
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ
ッ
ラ
期

に
は
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
女
と
の
性
交
の
と
が
で
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
は
ペ
ニ
ス
を
切
り
取
ら
れ
、
そ
れ
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
チ
ャ
ン
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ダ
ー
ル
（「
人
殺
し
」）
に
よ
っ
て
屠
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
法
規
程
が
あ
っ
た
。
同
様
に
、
ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
シ
ャ
ハ
体
制
の
時
期
に
は
、

布
告
さ
れ
た
法
律
（1893    A

S
H
A
D
H
S
U
D
I  7  R

O
S
E

 4  B
S

）
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
も
し
ダ
マ
イ
、
ス
ナ
ー
ル
（
カ

ミ
）、
サ
ル
キ
、
バ
ラ
ミ
、
マ
ジ
、
ダ
ヌ
ワ
ー
ル
、
ム
ル
ミ
、
ボ
テ
、
チ
ェ
パ
ン
お
よ
び
ク
マ
ー
ル
の
よ
う
な
シ
ュ
ー
ド
ラ
階
級
出
自

の
人
間
が
、
そ
の
兄
弟
の
妻
と
故
意
に
性
的
関
係
を
持
つ
な
ら
ば
、
彼
は
死
刑
に
処
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。
一
九
六
三
・
一
九
六

四
年
の
新
た
な
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
の
施
行
よ
り
前
は
、
こ
の
法
的
規
程
が
継
続
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
位
カ
ー

ス
ト
の
諸
個
人
は
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
女
と
性
的
関
係
を
持
っ
た
か
ど
で
告
発
さ
れ
て
も
、
よ
り
軽
い
刑
罰
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
も
し

低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
が
高
位
カ
ー
ス
ト
の
女
と
性
交
す
れ
ば
、
彼
ら
は
一
四
年
の
禁
固
を
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
三
・
一

九
六
四
年
の
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
は
疑
い
も
な
く
原
則
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
高
位
カ
ー
ス
ト
と
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
の
間
の
法
的
平

等
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
の
最
近
の
修
正
に
よ
れ
ば
）
し
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
は
今
や
処
罰
を
免

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
だ
法
律
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
享
受
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
不
平
等
で
非

人
間
的
な
慣
行
は
後
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
は
誰
か
？

　
（
a
）
装
飾
品
、
武
器
、
陶
器
類
を
作
る
仕
事
や
他
の
労
働
技
能
に
従
事
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

そ
の
水
が
穢
れ
て
い
る
カ
ー
ス
ト
/
部
族
の
間
で
自
ら
を
す
ぐ
れ
て
い
る
と
見
な
す
人
々
は
、
次
の
名
で
呼
ば
れ
る
。
カ
ミ K

am
is

（
鉄
鍛
冶
工
）、
ス
ナ
ー
ル Sunars

（
金
細
工
師
）、
ロ
ハ
ー
ル L

ohars
（
鉄
鍛
冶
工
）、
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ V

ishw
akarm

as

（V
.

K
.

）、
ソ
ブ Sobh

、
ス
ネ
ヒ Snehi

、
ネ
パ
リ N

epali

な
ど
。
彼
ら
は
そ
の
従
事
す
る
と
見
ら
れ
る
職
業
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
、
金
に
関
係
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
人
は
ソ
ナ
ル S

on
ar

で
あ
る
。
家
を
建
て
、
あ
る
い
は
つ
ぼ
を
作
る
者
は
オ
ッ
ド O

d
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で
あ
る
。
銅
か
ら
も
の
を
作
る
人
は
タ
ム
タ T

am
ta

で
あ
る
。
鉄
関
係
の
仕
事
に
従
事
す
る
も
の
は
ロ
ハ
ー
ル L

oh
ar

で
あ
る
。
木

か
ら
家
庭
用
品
を
作
る
者
は
チ
ュ
ナ
ラ C

hunara

で
あ
る
。
竹
か
ら
も
の
を
組
み
立
て
る
も
の
は
パ
ル
キ P

arki

と
呼
ば
れ
る
。
布
織

り
は
コ
リ K

oli

、
皮
革
業
に
従
事
す
る
人
は
ブ
ー
ル B

hool

で
あ
る
。

　

ラ
ナ
体
制
時
に
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
連
す
る
問
題
を
取
り
扱
う
よ
う
委
任
さ
れ
た
人
は
「
ミ
ジ
ャ
ー
ル
」
と
い
わ
れ
た
。
あ
る

人
々
は
そ
の
姓
あ
る
い
は
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
と
し
て
こ
の
名
称
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
。
西
部
で
は
、
金
細
工
師
が
「
ミ
ジ
ャ
ー
ル
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ネ
パ
ー
ル
全
土
に
分
布
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
つ
。

　

ア
グ
リ A

gri

、
ア
チ
ャ
リ
ヤ A

charya

、
ア
ー
フ
ラ
ド
ー
テ
ィ A

afladhoti

、
ウ
オ
ケ
ダ W

okheda

、
ウ
オ
ド
/
ウ
オ
ル
（W

od

/W
or

）、
カ
ダ
ラ K

adara
（
カ
ン
ダ
ラ K
andara

）、
カ
ラ
ダ K

arada

、
カ
サ
ラ K

asara

、
カ
ロ
ハ
ー
ル K

allohar

、
カ
リ
コ
ー
テ 

K
alikote

、
カ
リ
ラ
ジ K

aliraji
（
シ
ャ
フ
ー Shahoo

）、
ク
マ
キ K

um
aki

、
カ
イ
ニ K

aini

、
コ
イ
ラ
ラ K

oirala

、
コ
リ K

oli

、
カ

ド
ゥ
カ
ト
キ K

h
ad
k
ath
ok
i

、
カ
パ
ン
ギ K

h
ap
an
g
i

、
カ
テ
ィ K

h
ati

、
ガ
ジ
ュ
メ
ル G

ajm
er

、
ガ
ジ
ュ
レ
ル G

aju
rel

、
ガ
ダ
ル 

G
adal

、
ガ
ダ
イ
リ G

adaili

、
ガ
ハ
テ G

ahate
（
ガ
ハ
ト
ラ
ー
ジ G

ahatraj

）、
ギ
リ G

iri

、
ゴ
タ
メ G

otam
e

、
ゴ
ワ G

ow
a

、
ガ
タ

ニ G
hatani

、
ガ
マ
ル G
ham
al

、
ガ
ル
テ
ィ G

harti

、
ギ
ミ
レ G

him
ire

、
ガ
ム
ゴ
ー
ト
ル G

ham
ghotle

、
ギ
ミ
レ G

him
ire

（
シ

ジ
ャ
パ
テ
ィ S

ijap
ati

お
よ
び
ギ
ミ
レ G

h
im
ire

は
「
シ
ョ
ブ
」'S

h
ob
h
'

と
も
呼
ば
れ
る
）、
ゴ
タ
ネ G

h
otan

e

、
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ 

C
handara

/
チ
ャ
ン
ダ
ー
ロ C

handaro

、
チ
リ
メ C

hilim
e

、
テ
ィ
ワ
リ T

iw
ari

、
チ
ュ
ナ
ラ C

hunara

、
チ
ィ
ス
タ
ル C

hhistal

、

ジ
ャ
ン
ド
カ
ミ Jandkam

i

、
タ
マ
タ T

am
ata

（
タ
ム
ラ
カ
ー
ル T

am
rakar

）、
タ
グ
ン
ナ T

hagunna

、
タ
テ
ラ T

hatera

、
チ
ィ

ル
ワ T
iru
w
a

、
ダ
ヤ
ル D

ay
al

/
デ
ィ
ヤ
リ D

iy
ali

、
ダ
ラ
ミ D

alam
i

、
ダ
ル
ナ
ル D

arn
al

、
ド
ゥ
ド
ゥ
ラ
ー
ジ D

u
d
raj

（
ド
ゥ

ド
ゥ
ラ
ー
ジ D

udhraj

）、
ド
ゥ
ラ
ル D

ural

、
デ
ウ
パ
ー
テ D

eupate
、
デ
ワ
ー
ル D

ew
al

、
ダ
マ
ラ D

ham
ala

、
ダ
ニ
ク D

hanik

（
ダ
ヌ
ク D

hanuk

）、
ナ
ガ
ル
コ
ッ
テ
ィ N

agarkoti

（
カ
ブ
レ K

abhre
お
よ
び
シ
ン
ド
ゥ
パ
ン
チ
ョ
ー
ク Sindhupanchow

k

の
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ラ
セ
イ
ル R

aseilis

は
今
日
も
使
っ
て
い
る
）、
ニ
ラ
ウ
ラ N

irau
la

、
ネ
パ
ー
ル N
ep
al

、
パ
ン
テ
ィ P

an
th
i

、
パ
ッ
ラ P

alla

（
ヤ 

Y
a

）、
パ
ラ
ジ
ュ
リ P

araju
li

、
パ
ハ
リ P

ah
ari

、
パ
デ
ィ
ヤ
ワ
ッ
テ
ィ P
ad
h
y
aw
ati

、
パ
グ
リ P

ag
ri

、
パ
ル
キ P

ark
i

、
プ
ラ
ミ 

P
ulam

i
、
ポ
カ
レ
ル P

okharel

、
ポ
ル
テ
ル P

ortel

、
ポ
ウ
デ
ル P
oudel

、
バ
ラ
イ
リ B

araili

/
バ
ラ
リ B

arali

/
バ
ラ
ル B

aral

、

ブ
ン
チ
ェ
ブ
ハ
ー
レ B

unchebhale

、
バ
ン
ス
コ
タ B

anskota

、
ビ
パ
リ B

ipali

、
バ
ッ
タ B

hatta

、
バ
ッ
タ
ラ
イ B

hattarai

、
ブ

サ
ー
ル B

h
u
sal

、
ブ
ー
ル B

h
ool

、
マ
ヒ
リ
パ
ー
ル M

ah
lip
ar

、
マ
ー
ル M

ar

（
マ
ハ
ー
ル M

ah
ar

）、
ミ
ジ
ャ
ー
ル M

jh
ar

、
ラ

サ
イ
リ R

asaili

、
ラ
ー
パ
ル R

ahpal

、
ラ
ジ
ロ
ハ
ー
ル R
ajirohar

、
ラ
ム
ダ
ム R

am
dam

/
ラ
ム
ダ
ム
ー R

am
dam
oo

、
リ
ジ
ャ
ー

ル R
ijar

、
リ
ッ
サ
ル R

isal

（
ラ
イ
サ
ル R

aisalis

が
使
用
し
て
い
る
）、
ル
チ
ャ
ー
ル R

u
ch
al

、
ラ
イ
カ
ル R

aik
al

、
ラ
カ
ン
ド
リ 

L
ak
an
d
ri

、
ラ
ト
ピ L

atop
i

、
ラ
バ
ド L

ab
ad

、
ラ
ム
ガ
ー
デ L

am
g
ad
e

（
そ
れ
は
三
つ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
っ
て
い
る
、
―

ラ
マ
カ
ル
ミ L

am
ak
arm
i

、
ラ
ミ
チ
ハ
ネ L

am
ich
h
an
e

、
ポ
ウ
デ
リ P

ou
d
eli

）、
ロ
ハ
ニ L

oh
an
i

、
ロ
ハ
ー
ル L

oh
ar

、
ル
ワ
グ

ン L
w
agun

/
ル
ハ
グ
ン L

uhagun
、
シ
ャ
ー
サ
ン
カ
ー
ル Shahsankar

、
シ
ャ
フ
ー Shahoo

、
シ
ェ
ラ
ラ Sherala

、
サ
ダ
サ
ン

カ
ー
ル Sadasankar

/
サ
タ
サ
ン
カ
ー
ル Sattasankar

、
サ
プ
コ
ー
タ Sapkota

、
サ
ニ Sani

、
ス
ン
ド
ゥ
ー
ワ Sundhuw

a

、
ス

ン
チ
ュ
ユ
リ S

u
n
ch
y
u
ri

/
ス
ン
チ
ュ
ウ
リ S

u
n
ch
iu
ri

、
シ
ン
ガ
ウ
レ S

in
g
au
re

、
シ
ジ
ャ
パ
テ
ィ S

ijap
ati

、
シ
ル
パ
リ S

irp
ali

（
シ
ュ
リ
パ
リ Shripali

）、
ス
ニ Suni

、
セ
テ
ィ
パ
ー
ル Setipar

、
セ
テ
ィ
マ
ハ
ラ SetiM

ahara

、
セ
テ
ィ
ス
ラ
ル Setisural

、

ソ
ナ
ム Sonam

、
ヒ
ム
チ
ュ
リ H

im
chyuri

な
ど
。

（
b
）
布
を
織
っ
た
り
地
域
の
音
楽
楽
器
を
弾
い
た
り
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

布
織
り
に
従
事
す
る
人
々
は
「
ス
チ
カ
ー
ル
」'suchikar'

ま
た
は
「
ス
ジ
カ
ー
ル
」'Sujikar'

と
呼
ば
れ
る
。「
ダ
マ
ウ
」'dam

au'

（
ダ
マ
ハ d

am
ah
a

）、
ド
ラ
ム
、
フ
ド
ゥ
コ h

u
d
k
o

、
そ
し
て
デ
ヴ
バ
ジ
ャ d

ev
b
aja

の
よ
う
な
音
楽
楽
器
を
演
奏
す
る
人
々
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
ダ
マ
イ dam

ai

（
ダ
マ
ヒ dam

ahi

）、
ド
ー
リ dholi

、
フ
ド
ゥ
ケ hudke

、
そ
し
て
ナ
ガ
ル
チ nagarchi

と
呼
ば
れ
る
。

彼
ら
が
か
つ
て
弾
い
て
い
た
音
楽
楽
器
の
タ
イ
プ
に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
名
前
で
彼
ら
を
呼
ぶ
こ
と
は
自
然
で
あ
っ
た
。
布
織
り
に
雇

わ
れ
た
人
々
は
、
今
で
は
ダ
ル
ジ darji

、
テ
ー
ラ
ー
、
マ
ス
タ
ー
、
テ
ー
ラ
ー
・
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ダ
ル
ジ
と
い
う
言
葉

は
ム
ス
レ
ム
の
織
工
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
最
近
、
そ
れ
は
、
布
織
り
や
音
楽
楽
器
の
演
奏
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
使

わ
れ
て
い
る
。
同
様
に
ダ
マ
ヒ
も
ま
た
そ
の
意
味
を
広
げ
て
き
て
い
る
。
最
初
そ
れ
は
、「
ダ
マ
ハ
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
タ
イ
プ
の

音
楽
器
を
演
奏
す
る
人
々
に
の
み
当
て
は
ま
る
も
の
だ
っ
た
が
、
い
ま
や
そ
れ
は
カ
ー
ス
ト
全
体
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
実
際

に
は
そ
れ
は
カ
ー
ス
ト
全
体
あ
る
い
は
個
々
の
カ
ー
ス
ト
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
は
た
い
て
い

ア
ー
リ
ヤ
人
の
カ
ー
ス
ト
と
一
致
す
る
。
パ
リ
ヤ
ー
ル P

ariy
ar

、
ネ
パ
リ N

ep
ali

、
ダ
ル
ジ D

arji

そ
し
て
他
の
類
似
の
姓
が
最
近

は
や
っ
て
き
た
。
西
部
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
ダ
マ
イ
が
ご
く
最
近
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ
マ
イ
は
東
部
で
は
軽
蔑
的
に
呼
ば
れ

る
の
だ
が
、
西
部
で
は
ド
ー
リ
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ネ
パ
ー
ル
中
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
持
つ
。

　

ア
サ
サ
イ A

sasai

、
ア
ー
ウ
ジ A

au
ji

、
カ
ン
デ
ル K

an
d
el

、
カ
ツ
ワ
ル K

atu
w
al

、
カ
ル
キ
ド
ー
リ K

ark
id
h
oli

（
ク
ー
ラ
ル 

K
h
u
lal

、
ム
ド
ゥ
ラ M
u
d
u
la

、
ラ
マ L

am
a

、
ス
タ
ー
ル S

u
tar

）、
カ
ラ
カ
ー
テ
ィ K

alak
h
ati

、
コ
イ
ラ
ラ K

oirala

、
カ
テ
ィ
ワ

ダ K
hatiw

ada

、
グ
イ
ン
デ G

uinde

、
ガ
ウ
タ
ム G

autam
（
ゴ
タ
メ G

otam
e

）、
ガ
タ
ニ G

hatani

、
ガ
ー
レ G

hale

、
チ
ャ
ハ
ー

ル C
h
ah
ar

、
チ
ュ
ハ
ン C

h
u
h
an

、
チ
ヒ
ナ
ル C

h
h
in
al

、
ジ
ャ
イ
ル Jairu

、
タ
グ
ン
ナ T

h
ag
u
n
n
a

、
タ
タ
ー
ル T

h
atal

、
ダ
ウ

ン
デ D
aunde

、
ド
ー
リ D

holi

（
自
分
達
の
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
を
忘
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
も
用
い
ら
れ
る
）、
デ
ィ
ヤ
キ D

hyaki

、
テ
ィ

ワ
リ T

iw
ari

/
テ
ィ
カ
ト
リ T

ikhatri

、
タ
パ T

hapa

、
ダ
ル
ナ
ル D

arnal
、
ダ
マ
イ
・
パ
リ
ヤ
ー
ル D

am
aiP
ariyar

、
ダ
マ
イ
・

パ
レ
ル D

am
aiP
arel

、
ダ
ス D

as

、
デ
ウ
カ
ル D

eu
k
ar

、
デ
ワ
ル D

ew
al

、
ナ
グ
ワ
ー
グ N

ag
w
ag

、
ナ
グ
ワ
ン N

ag
w
an

、
ナ
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ガ
ル
チ N

ag
arch

i

、
ネ
ギ N

eg
i

、
ネ
パ
ー
ル N

ep
al

、
ナ
ウ
バ
グ N

au
b
ag

、
パ
リ
ヤ
ー
ル P

ary
ar

（
ア
チ
ュ
ア
メ A

ch
h
am
e

、

チ
ュ
ダ
ル C

hudal

）、
パ
ン
チ
コ
ッ
テ
ィ P

anchkoti

/
パ
ン
チ
ャ
コ
ッ
テ
ィ P
anchakoti

、
バ
ハ
ク B

ahak

、
ポ
カ
レ
ル P

okharel

、

バ
ル
デ
ワ B

ardew
a

、
バ
グ
チ
ャ
ン B

agchan

、
バ
グ
ダ
ス B

agdas

、
ブ
ダ
ポ
ッ
テ
ィ B

udhapothi

、
ブ
ー
ダ
プ
リ
テ
ィ B

oodhaprithi

、

バ
イ
ジ
ュ B

aiju

、
バ
ン
ダ
リ B

handari

、
ビ
ト
ゥ
リ
コ
ッ
テ
ィ B
hitrikoti

、
ブ
サ
ル B

husal

、
マ
ガ
ー
ル M

agar

、
マ
ハ
テ M

ahate

、

マ
ハ
ラ M

ah
ara

、
マ
レ M

ale

、
ラ
ン
パ
ル R

an
p
al

、
ラ
ン
パ
ヘ
ン
リ R

an
p
ah
en
li

、
ラ
ト
ゥ
ナ R

atn
a

/
ラ
ト
ゥ
ネ R

atn
e

、
ラ

ト
ゥ
ナ
パ
リ
ヤ
ー
ル R

atnapariyar

、
ラ
ナ R

ana

、
ラ
イ
ガ
イ
ン R

aigain

、
ラ
イ
カ R

aika

、
リ
ャ
イ
ン
ジ
ャ
イ
ン R

yainjhyain

、

ラ
ム
ガ
ー
テ L

am
ghate

、
ル
イ
ン
テ
ル L

uintel

、
シ
ナ
ル Shinal

、
シ
ラ
ル Shilal

、
シ
ワ Shiw

a

/
ス
ィ
ワ Siw

a

（
ク
ク
レ K

ukhure

、

ゴ
ー
タ
メ G

otam
e

、
ベ
ー
デ B

hede

）、
サ
ム
ド
ゥ
ラ
サ
イ Sam

udrasai

、
ス
ナ
ル Sunal

、
ス
ナ
ム Sunam

、
ス
ナ
ム Sunam

、

ス
ン
チ
ュ
ー
リ S

u
n
ch
y
u
ri

/
ス
ン
チ
ウ
リ S

u
n
ch
iu
ri

、
ス
ダ
ス S

u
d
as

、
サ
ス
ム
ン
ド
ゥ
ラ S

asm
u
n
d
ra

、
シ
ャ
ハ
サ
ム
ド
ゥ
ラ 

Shahassam
udra

、
ス
ー
ジ Sooj

、
ヒ
ン
グ
マ
ン H

ingm
ang

、
フ
ド
ゥ
ケ H

udke

な
ど
。

（
ｃ
）
皮
革
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
サ
ル
キ Sarki

、
チ
ャ
ル
ム
カ
ー
ル C

harm
kar

お
よ
び
ミ
ジ
ャ
ー
ル M

ijhar

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ネ

パ
ー
ル
の
東
部
で
は
住
む
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
は
主
と
し
て
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
と
辺
鄙
な
西
部
地
域
に
分
布
し
て
い
る
。
西
部
ネ

パ
ー
ル
で
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
の
サ
ル
キ
―
カ
ー
ス
ト
の
あ
る
お
よ
び
カ
ー
ス
ト
の
な
い
―
が
あ
り
、
ブ
ー
ル B

hool

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
自
ら
を
社
会
的
地
位
に
お
い
て
カ
ミ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
）
に
等
し
い
も
の
と
し
て
扱
う
。
そ
れ
は
次
の

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
っ
て
い
る
。

　

ア
チ
ュ
チ
ュ
ハ
ミ A

chchham
i

/
ア
チ
ュ
ハ
ミ A

chham
i

、
ウ
パ
ル
コ
ッ
テ
ィ U

parkoti

、
ウ
プ
レ
ッ
テ
ィ U

preti

、
カ
マ
ー
ル 
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K
am
ar

、
コ
イ
ラ
ラ K

oirala

、
カ
テ
ィ
ワ
ダ K

h
atiw
ad
a

、
ギ
リ G

iri

、
ガ
イ
レ G

aire

、
ガ
イ
レ
ピ
パ
ン G

airep
ip
an

、
ゴ
ー
テ 

G
othe

、
ギ
ミ
レ G

him
ire

、
チ
ャ
マ
ー
ル C

ham
ar

、
チ
ュ
ダ
ル C

hudal

、
チ
ュ
ハ
ン C

huhan

、
チ
ャ
ト
ゥ
ク
リ C

hhatkuli

、
タ

グ
ン
ナ T

hagunna

、
チ
ャ
マ
ル
キ C

hham
arki

、
タ
ク
ル
シ
ャ T

hakursya

、
タ
ラ
ラ
イ T

hararai

、
ダ
レ D

ale

、
ト
ラ
ン
ギ T

olangi

、

タ
パ
リ
ヤ T

hapaliya

、
タ
ク T

hak

、
ダ
ウ
ラ
コ
ッ
テ
ィ D

aulakoti

/
デ
ィ
ヤ
ウ
ラ
コ
ッ
テ
ィ D

yaulakoti

、
ダ
ー
ベ D

abe

、
ダ

ハ
ル D

ah
al

、
ド
ゥ
ラ
ル D

u
lal

、
ダ
メ
ル D

h
am
el

、
ナ
ガ
リ N

ag
h
ali

、
パ
ヘ
ン
リ P

ah
en
li

（
パ
ン
イ
ェ
リ P

an
y
eli

）、
プ
ル
コ

テ
ィ P

u
rk
oti

、
バ
チ
ャ
ル B

atsy
al

/
バ
セ
ル B

asel

、
バ
ム
レ
ル B

am
rel

、
バ
ヤ
ル
コ
ッ
テ
ィ B

ay
alk
oti

、
バ
ス
タ
コ
ッ
テ
ィ 

B
astak

oti

、
ビ
ス
ウ
ン
ケ B

isu
n
k
h
e

、
ボ
ガ
テ
ィ B
og
ati

、
バ
ン
ギ
ャ
ル B

h
an
g
y
al

、
ブ
ー
ル B

h
u
l

/
ベ
ヤ
ン
ル B

h
ey
an
l

、
ブ

ル
テ
ル B

hurtel

、
マ
ン
グ
ラ
テ
ィ M

angrati

/
マ
ガ
ラ
テ
ィ M

agarati

（
ア
ー
ス
サ
ネ A

aththane

、
カ
ラ K

ala

、
キ
リ
ン
ゲ K

hilinge

、

ド
ゥ
ー
ド
ゥ D

ood
h

、
ド
ゥ
ー
ル D
h
u
r

、
バ
ル
ハ
サ
ネ B

arh
ath
an
e

）、
マ
ジ
ュ
ボ
ー
テ
ィ M

ajb
oti

、
マ
ル
ブ
ー
ル M

alb
u
le

、

マ
ル
ボ
ク M

albok

、
ム
デ
ル M
udel
、
ラ
ム
テ
ル R

am
tel

、
ル
チ
ャ
ル R

uchal

、
ロ
イ
ラ R

oila

、
ロ
ッ
カ R

okka

、
ラ
ム
ジ
ェ
ル 

L
am
jel

、
ラ
ム
サ
ル L

am
sal

、
シ
ャ
ヒ Shahi
、
シ
ュ
リ
マ
ッ
テ
ィ Shrim

ati

/
シ
ィ
リ
マ
ル Sirim

al

、
サ
ル
マ
ウ
テ Sarm

aute

、

シ
ィ
ラ
ウ
テ Siraute

、
ス
ル
ケ
ー
ニ Surkheni
、
ス
エ
ン
ル Suyenl

、
セ
ジ
ュ
ワ
ル Sejw

al

、
ヒ
タ
ン H

itang

な
ど
。

　
（
ｄ
）
歌
う
ジ
プ
シ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

歴
史
的
勇
敢
さ
の
歌
を
歌
っ
て
ネ
パ
ー
ル
全
土
を
歩
き
回
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
ガ
イ
ネ G

aine

あ
る
い
は

ガ
ン
ダ
ル
ワ G

an
d
h
arw
a

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
も
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
ま
た
自
ら
を
「
ネ
パ
リ
」

'N
epali'

と
い
う
姓
で
も
呼
ぶ
。
彼
ら
は
ジ
プ
シ
ー
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
歩
き
回
り
つ
づ
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
主
と

し
て
西
部
あ
る
い
は
中
央
西
部
地
域
の
諸
郡
、
す
な
わ
ち
ジ
ュ
ム
ラ
、
カ
ス
キ
（
バ
ト
ゥ
レ
チ
ャ
ウ
ル
）、
シ
ャ
ン
ジ
ャ
ー
、
ゴ
ル
カ
、

第21巻１・２号―― 210



タ
ナ
フ
ン
、
パ
ル
パ
、
グ
ル
ミ
、
バ
イ
ラ
ー
ワ
、
ス
ル
ケ
ー
ト
、
ダ
イ
レ
ク
、
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ル
コ
ー
ト
、
ル
ク
ム
、
ピ
ュ
ー
タ
ン
、
ダ

ン
そ
し
て
サ
リ
ャ
ー
ン
で
は
定
住
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
ま
た
東
部
地
域
の
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
や
ボ
ー
ジ
プ
ル
で
も
見
出

さ
れ
る
。
彼
ら
の
姓
の
う
ち
限
ら
れ
た
数
だ
け
が
も
と
も
と
の
も
の
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
姓
の
た
い
て
い
は
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
チ
ェ
ッ

ト
リ
や
カ
ミ
の
そ
れ
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
方
、
そ
の
若
干
は
特
殊
な
場
所
に
ち
な
ん
で
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
姓
は
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

ア
デ
ィ
カ
リ A

dhikari

、
カ
ミ K

am
i

、
カ
ラ K

ala

、
カ
ウ
シ
ク K

aushik

、
カ
ラ 
ポ
ウ
デ
ル K

ala
P
oudel

、
カ
リ
チ
ャ
ン K

alichan

、

ゴ
サ
イ G

osai

、
ジ
ョ
ギ Jogi

、
タ
ク
リ T

hakuri

、
ト
ゥ
ル
キ T

urki

、
バ
フ
ン B

ahun

、
ブ
ダ
ト
ー
キ B

udhathoki

、
バ
イ
カ
ル 

B
aikar

/
ワ
ギ
ヤ
カ
ル W

agyakar

、
バ
イ
ス
タ B

aistha

（
ビ
ス
タ B

istha

）、
ボ
ガ
テ B

ogate

、
ブ
サ
ル B

husal

、
ブ
サ
ル
パ
ル

バ
ー
テ B

h
u
salp
arb
ate

、
マ
ヘ
シ
ュ
ワ
ー
ル M

ah
esh
w
ar

、
メ
グ
ナ
ト
ゥ M

eg
h
n
ath

、
ビ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ B

ish
w
ak
arm
a

、
ビ

シ
ュ
ヌ
パ
ド B

ish
n
u
p
ad

、
サ
ム
ド
リ S

am
u
d
ri

、
サ
イ S

ai

、
ス
ル
サ
マ
ン S

u
rsam

an

、
セ
タ
パ
ル
バ
ー
テ S

etap
arb
ate

、
セ

テ
ィ
チ
ャ
ン Setichan

、
ハ
ク
チ
ン
ラ
ナ H

ukchingrana

な
ど
。

（
e
）
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

バ
デ
ィ B
ad
i

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
東
部
地
域
の
ボ
ー
ジ
プ
ル
、
テ
ラ
ト
ゥ
ム
お
よ
び
そ
の
他
の
諸
郡
に
ま
ば
ら
に
住
ん
で
い
て
、

死
ん
だ
動
物
の
皮
を
は
い
だ
り
、
マ
ダ
ル M

adal  
や
ド
ラ
ク D

holak  
な
ど
の
よ
う
な
音
楽
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
マ
ダ
ル
に
皮
を
張

る
よ
う
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
女
性
達
は
売
春
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
、
西
部
ネ
パ
ー
ル
、
特
に
ト
ゥ
ル
シ
ー
プ
ル
、
ダ
ン
や
ネ
パ
ル
ガ
ン
ジ
で
人
口
が
稠
密
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
い
て
い
、
バ

ン
ケ
、
ダ
ン
、
カ
イ
ラ
リ
、
そ
し
て
ス
ル
ケ
ー
ト
郡
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
女
性
は
こ
こ
で
は
た
い
て
い
売
春
に
関
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係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

中
央
西
部
地
域
で
は
、
バ
デ
ィ
は
ス
ル
パ Sulpa

（
パ
イ
プ
）、
チ
リ
ム C
hilim

（
水
キ
セ
ル
の
火
口
）
や
料
理
道
具
、
水
貯
蔵
道
具

の
よ
う
な
ポ
ッ
ト
を
作
る
。
伝
統
的
に
は
、
彼
ら
は
か
つ
て
、
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
施
し
も
の
を
乞
う
た
り
、
あ
る
場
所
か
ら
他
の
場

所
へ
移
動
し
た
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
今
や
、
彼
ら
は
他
の
タ
イ
プ
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
。
バ
デ
ィ
は
、
ド
ー
テ
ィ
、
バ

ジ
ャ
ー
ン
、
サ
リ
ャ
ー
ン
、
ピ
ュ
ー
タ
ン
、
カ
ー
リ
コ
ー
ト
、
ダ
イ
レ
ク
、
ル
ク
ム
や
他
の
郡
に
ま
ば
ら
に
住
ん
で
い
る
が
、
売
春
を

し
て
い
る
と
は
み
ら
れ
な
い
。
イ
ン
セ
ッ
ク
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
バ
デ
ィ
の
人
口
は
約
二
〇
万
人
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、

彼
ら
の
居
住
は
上
述
の
も
の
と
は
違
う
他
の
郡
で
も
見
ら
れ
る
と
い
う
報
告
に
も
と
づ
け
ば
、
そ
の
人
口
が
そ
れ
を
越
え
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ト
ゥ
ル
シ
ー
プ
ル
、
ダ
ン
、
ネ
パ
ル
ガ
ン
ジ
に
居
住
す
る
バ
デ
ィ
は
公
然
と
売
春
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
彼
ら
は
主
要
な
職
業

と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
バ
デ
ィ
の
男
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
女
の
た
め
に
顧
客
を
求
め
て
、
お
互
い
に
競
争
し
よ
う
と
す
る
。

い
わ
ゆ
る
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
は
バ
デ
ィ
の
女
と
ベ
ッ
ド
で
寝
る
が
、
し
か
し
彼
ら
は
、
自
ら
を
浄
化
す
る
た
め
に
水
を
撒
か
な
い
よ

う
に
し
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
思
い
や
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
売
春
に
代
わ
る
代
替
策
を
提
供

し
、
社
会
に
お
け
る
尊
厳
を
獲
得
す
る
の
を
助
け
よ
う
と
言
う
公
的
レ
ベ
ル
で
の
い
か
な
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
も
取
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、「
教
育
へ
の
社
会
的
自
覚
」（S

A
F
E

）
が
、
こ
の
地
域
に
あ
る
地
元
の
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
と
尊
厳

を
名
目
と
し
て
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
た
。
ネ
パ
ル
ガ
ン
ジ
市
の
九
番
区
、
ガ
ガ
ン
グ
ン
ジ
で
バ
デ
ィ
の
所
有
す
る
約
四
二
の

プ
ッ
カ
・
ビ
ル
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
赤
線
地
区
」
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
。
バ
デ
ィ
の
若
い
少
女
は
ガ
ガ
ン
グ
ン
ジ
、
売
春
の
メ

イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
イ
ン
ド
各
地
に
売
ら
れ
、
送
ら
れ
る
。
少
数
の
バ
デ
ィ
の
女
性
が
不
名
誉
な
職
業
に
ふ
け
っ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
バ
デ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
を
憎
悪
を
も
っ
て
見
る
と
い
う
悪
い
傾
向
が
発
展
し
て
い
く
。
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東
部
ネ
パ
ー
ル
の
ボ
ー
ジ
プ
ル
や
他
の
近
隣
地
域
に
住
む
バ
デ
ィ
は
、
社
会
的
地
位
に
お
い
て
は
カ
ミ
に
等
し
い
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
両
方
は
ま
た
相
互
婚
姻
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

　

バ
デ
ィ
を
範
疇
化
す
る
と
そ
れ
は
カ
ミ
、
ダ
マ
イ
、
そ
し
て
サ
ル
キ
の
場
合
に
類
似
す
る
。
そ
れ
は
、
時
の
経
過
で
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
と
な
り
、
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
他
の
種
類
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
従
事
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
シ
ュ
ー
ド
ラ
の
一
部
が
、

つ
い
に
バ
デ
ィ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
彼
ら
の
伝
統
的
な
姓
を
述
べ
て
市
民
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と

き
、
彼
ら
は
自
ら
を
バ
デ
ィ
と
呼
ぶ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
バ
デ
ィ
」
と
い
う
語
は
ヴ
ァ
デ
ィ
ヤ
バ
ダ
ク V

adyabadak

（「
音

楽
楽
器
を
演
奏
す
る
者
」）
を
意
味
す
る
。
明
ら
か
に
当
時
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
音
楽
楽
器
を
演
ず
る
こ
と
に
従
事
し
て
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
バ
デ
ィ
は
カ
ー
ス
ト
で
は
な
く
、
職
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
こ
の
言
葉
は
不
幸
に
も
不
名
誉
な
職
業
と
関
連

付
け
ら
れ
て
、
い
ま
や
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
た
カ
ー
ス
ト
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
写
真
二
葉
、
バ
デ
ィ
の
住
居
、
ド
ー
テ
ィ
出
身
の
お
ど
る
バ
デ
ィ
の
少
女
、
略
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
ｆ
）
ク
マ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

粘
土
陶
器
類
の
作
成
に
従
事
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
ク
マ
ル K

um
al

（
ク
マ
ー
ル K

um
har

）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ク
マ
ル
は
、
ネ
パ
ー
ル
全
土
に
分
布
し
て
い
る
が
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
見
ら
れ
、
他
で
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
見

ら
れ
て
き
た
。
東
部
ネ
パ
ー
ル
で
は
一
〇
の
ク
マ
ル
の
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
が
見
出
さ
れ
る
。
彼
ら
は
社
会
的
地
位
で
は
自
ら
を
ネ
ワ
ー
ル

と
同
等
視
す
る
。
こ
の
点
で
は
、
彼
ら
の
水
は
他
の
カ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
セ
テ
ィ
県
の
ア
チ
ャ
ー
ム
郡
に
住
む
ク
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マ
ル
は
、
自
ら
を
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
に
等
し
い
も
の
と
し
て
扱
う
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
は
ま
た
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
と
婚
姻
関
係
を
持
つ
。
し

か
し
、
同
じ
県
の
デ
ィ
パ
ヤ
ル
・
ス
ィ
ル
ガ
デ
ィ
の
ク
マ
ル
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
マ
ハ
カ
リ
県

の
ク
マ
ル
も
ま
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
あ
る
。

（
ｇ
）
洗
濯
職
に
関
係
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ：

ド
ー
ビ

　

山
の
ド
ー
ビ D

hobis

（「
洗
濯
人
」）
は
自
ら
を
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
よ
り
優
れ
て
い
る
と
み
な
す
け
れ
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
上
位
カ
ー

ス
ト
の
人
々
は
彼
ら
を
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
う
。
テ
ラ
イ
に
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ド
ー
ビ
が
い
る
。
―
ラ
ジ
・
ド
ー
ビ

と
ド
ー
ビ
で
あ
る
。
ラ
ジ
・
ド
ー
ビ
の
水
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
ド
ー
ビ
の
水
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
で
も

ま
た
、
ド
ー
ビ
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

（
ｈ
）
テ
ラ
イ
（
マ
デ
シ
ュ
）
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

　

テ
ラ
イ
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
関
係
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
ア
ゴ
リ A

ghori

、
カ
ロ
リ K

arori

（
ヤ
ダ
ヴ Y

adav

の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
）、
キ
チ
チ
ャ
ク K

ichchak

、
キ
サ
ン K

isan

、
コ
チ
ェ K

oche

、
カ

ト
ウ
ェ K

hatw
e

、
ガ
ン
ダ
ル
ワ G

andharw
a

（
ム
ス
レ
ム
）、
チ
ャ
マ
ー
ル C

ham
ar

/
モ
チ M

ochi

/
ハ
リ
ジ
ャ
ン H

arijan

、
チ

デ
ィ
マ
ー
ル C

h
id
im
ar

、
グ
デ
ィ
ハ
ラ G

u
d
ih
ara

、
ジ
ャ
ン
ガ
ー
ド Jh

an
g
ad

（
ウ
ラ
ウ
ン U

rau
n

/
ウ
ラ
ム U

ram

）、
ジ
ャ
ン

ガ
ー
ル Jhangar

（
カ
チ
ュ
フ
ワ K

achhuw
a

、
カ
ラ
ワ K

haraw
a

、
バ
カ
ラ B

akala

、
ブ
ジ
ラ B

ujira

、
ベ
ク B

ekh

、
ラ
カ
ダ L

akada

）、

ド
ゥ
ー
ム D

oom

/
ド
ム D

om

/
ダ
ン
ガ
ー
ル D

h
an
g
ar

、
タ
ト
ゥ
マ T

atm
a

、
タ
ン
テ
ィ T

an
ti

、
ト
ゥ
ー
リ T

oori

、
ド
ゥ
サ

ド
ゥ D

u
sad
h

、
ド
ゥ
ニ
ヤ
ン D

h
u
n
iy
an

（
ム
ス
レ
ム
）、
ド
ー
ビ D

h
ob
i

、
ナ
ト
ゥ N

at

、
パ
マ
リ
ヤ P

am
ariy
a

、
パ
ス
ワ
ン 
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P
asw
an

、
パ
シ P

asi

、
バ
ン
タ
ー
ル B

antar

、
ビ
ッ
ラ B

hilla

、
ブ
イ
ヤ B

yuiya

、
ミ
ル
シ
カ
ー
ル M

irshikar

、
ム
ン
ダ M

unda

、

ム
ス
ハ
ー
ル M

ushar

（
サ
ダ Sada

）、
ラ
チ
ワ
ー
ル R

achw
ar

、
シ
ャ
ル
バ
ン
ガ Sharbhanga

、
シ
ャ
イ Shai

（
ム
ス
レ
ム
）、
サ

タ
ー
ル Satar

、
サ
ン
タ
ル Santal

（
サ
タ
ー
ル Satar

）、
ハ
ル
コ
ー
ル H

alkhor

な
ど
、
を
含
む
。

（ 
i
）
ネ
ワ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル

　

我
々
の
意
味
す
る
「
ネ
ワ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
、
ネ
ワ
ー
ル
語
が
母
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ネ
ワ
ー
ル
は
明
ら
か
に
独
特
の
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
。
ネ
ワ
ー
ル
の
中
核
エ
リ
ア
は
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
で
あ
る
。
彼

ら
は
ま
た
ネ
パ
ー
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
エ
リ
ア
に
も
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
言
で
は
あ
る
が
、
ネ
ワ
ー
ル
語
を
使
う
。

ネ
ワ
ー
ル
は
ま
た
農
村
地
域
に
も
見
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
ネ
ワ
ー
ル
語
を
失
っ
て
い
る
。
ネ
ワ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教

徒
と
仏
教
徒
に
分
け
ら
れ
る
。
彼
ら
の
社
会
的
慣
習
や
コ
ー
ド
に
も
と
づ
い
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
と
仏
教
徒
を
区
別
す
る
こ
と
は
む
し

ろ
困
難
で
あ
る
。

　

カ
ー
ス
ト
制
度
は
最
初
、
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
期
の
は
じ
め
の
頃
に
ネ
パ
ー
ル
で
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
観
念
は
ヴ
ァ
イ
シ
ャ

ヴ
ィ
ス
ム V

aishavism

と
し
て
は
じ
ま
り
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
自
然
宗
教
を
含
む
）、
シ
ャ
イ
ヴ
ィ
ス
ム Shaivism

 
そ
し
て
ブ
デ
ィ

ズ
ム
と
同
化
し
は
じ
め
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
の
ネ
ワ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
仏
教
徒
の
そ
れ
に
も
、
と
も
に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
存

在
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
カ
ー
ス
ト
制
度
が
と
く
に
複
雑
に
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
カ

ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
で
は
、
ジ
ャ
ヤ
ス
テ
ィ
ッ
テ
ィ
・
マ
ッ
ラ
が
マ
ヌ
法
典
に
も
と
づ
い
て
カ
ー
ス
ト
制
度
を
確
立
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ス
ト
の
社
会
的
地
位
に
一
致
し
た
職
業
を
採
用
し
、
着
物
や
飾
り
を
つ
け
、
家
を
建
て
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
規
則
に
違
反
す
る
こ
と
は
、
あ
る
罰
を
免
れ
な
か
っ
た
。
カ
ー
ス
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
も
と
づ
い
た
と
い
う
事
実
に
も
か
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か
わ
ら
ず
、
の
ち
に
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
が
展
開
し
た
。
カ
ー
ス
ト
差
別
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
状
態
は
、
カ
ス
と
マ
イ

テ
ィ
リ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
そ
れ
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ス
と
マ
イ
テ
ィ
リ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
た
ち
は
等
し
く
扱
わ
れ
る
が
、
他
方
ネ
ワ
ー
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
彼
ら
は
異
な
っ
た
形
で
差
別
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
カ
サ
イ K

asais

（
屠
畜
者
）
は
家
屋
を
二
階
ま
で
建
て
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
チ
ャ
メ C

hyam
es

は
一
階
ま
で
、

ハ
ル
フ
ル H

arhurs

は
家
に
入
る
こ
と
を
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
家
屋
の
上
階
に
行
く
こ

と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
。
屠
畜
者
の
ミ
ル
ク
や
肉
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
ド
ー
ビ
や
ナ
ピ
ト N

apits

（
散
髪
屋
）
の
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
の
施
行
（
一
八
五
四
年
）
に
先
立
ち
、
ネ
ワ
リ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
あ
る
シ
ュ
ー
ド
ラ
た
ち
が
ア
ン
タ
ッ

チ
ャ
ブ
ル
と
み
な
さ
れ
た
。
か
れ
ら
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
水
の
撒
布
を
必
要
と
し
た
が
、
他
方
他
の
も
の
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

ド
ー
ビ D

h
ob
i

、
カ
サ
イ K

asai

、
ク
ス
レ K

u
su
le

そ
し
て
ク
ル
ー K

loo

の
カ
ー
ス
ト
が
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
し
、
ポ
デ P

od
e

お
よ
び
チ
ャ
メ C

hyam
e

の
カ
ー
ス
ト
が
第
二
に
属
す
る
。

　

伝
統
的
に
屠
畜
者
は
カ
サ
イ
（
カ
ド
ゥ
キ K

hadkis

）
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
は
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
で
葬
式
の
行
列
や
さ
ま
ざ
ま
な

祭
礼
に
お
い
て
、
ナ
イ
キ
ン N

aykhin

と
呼
ば
れ
る
音
楽
楽
器
を
演
奏
す
る
。
ラ
ナ
体
制
期
に
は
、
ガ
イ
ジ
ャ
ト
ラ
や
イ
ン
ド
ラ
ジ
ャ

ト
ラ
で
演
じ
ら
れ
た
ラ
ケ L

ak
h
e

の
ダ
ン
ス
や
カ
サ
イ
の
パ
ル
タ
ン P

altan

は
と
て
も
人
気
が
あ
っ
た
。
国
王
軍
楽
隊
に
お
い
て
さ

え
も
、
バ
ド
ゥ
シ
ャ
ヒ B

ad
sh
ah
i

と
い
う
音
楽
楽
器
を
演
奏
す
る
人
々
に
は
カ
サ
イ
も
含
ま
れ
て
い
た
。
今
や
、
情
勢
の
変
化
と
と

も
に
彼
ら
の
職
業
は
拡
大
し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
身
を
肉
や
野
菜
の
販
売
に
限
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
ま
た
徐
々
に
他
の
多
く
の

職
業
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
交
易
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
長
く
携
わ
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
経
済
状
態
は
他
の
ア
ン
タ
ッ

チ
ャ
ブ
ル
の
そ
れ
よ
り
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
う
る
。

第21巻１・２号―― 216



　

ク
ス
レ
は
古
代
か
ら
、
寺
院
で
の
よ
き
印
と
し
て
、
ま
た
結
婚
や
ブ
ラ
ト
ゥ
バ
ン
ド bratbandh

（「
紐
付
け
の
儀
式
」）
の
よ
う
な

め
で
た
い
場
合
に
、
パ
ン
チ
ャ
バ
ジ
ャ P

an
ch
ab
aja  

を
演
奏
し
て
き
た
。
彼
ら
の
存
在
は
め
で
た
い
場
合
に
必
要
と
み
な
さ
れ
て
い

る
。
か
れ
ら
は
ま
た
仕
立
て
業
に
も
従
事
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
彼
ら
は
、
マ
ダ
ル M

ad
al  

や
キ
ン
マ K

h
in
m
a  

の
よ
う
な
音
楽
楽

器
も
ま
た
作
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
タ
ル
・
バ
ジ
ャ T

alB
ajas

（
あ
る
種
の
ド
ラ
ム
）
を
演
奏
し
た
り
売
っ
た
り
す
る
こ
と
に
と
て
も

熟
練
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

ポ
デ
と
チ
ャ
メ
は
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
、
バ
ク
テ
ィ
プ
ー
ル
、
ラ
テ
ィ
プ
ー
ル
に
定
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
住

む
地
域
は
ポ
デ
・
ト
ー
ル P

od
e
T
ool

（
居
住
区
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
自
ら
を
「
デ
ュ
ー
ラ
」'D

eu
las'  

と
い
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
伝
統
的
に
ご
み
の
清
掃
に
従
事
し
て
き
た
。
今
日
で
は
「
清
掃
人
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
丁
寧
な
言
葉
で
言
え

ば
「
清
掃
労
働
者
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

髪
を
く
し
け
ず
っ
た
り
、
爪
を
切
っ
た
り
す
る
こ
と
に
従
事
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
ナ
ピ
ト
」N

apit

（
散
髪
屋
））
と
呼
ば
れ
る
。

同
様
に
そ
の
職
業
が
洗
濯
で
あ
る
人
々
は
「
ド
ー
ビ
」'D

hobis'

（「
洗
濯
屋
」）
と
呼
ば
れ
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
で
は
彼
ら
は
主
に
ド
ー

ビ
チ
ャ
ウ
ル
や
ド
ー
ビ
ダ
ラ
に
住
ん
で
い
る
。
ラ
テ
ィ
プ
ー
ル
で
は
、
彼
ら
が
お
も
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
ド
ー
ビ
ガ
ー
ト
で
あ
る
。

近
年
大
洗
濯
場
は
他
の
も
の
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
が
、
ド
ー
ビ
は
小
さ
な
洗
濯
場
し
か
持
っ
て
い
な
い
。

　

ネ
ワ
ー
ル
の
ア
ン
タ
チ
ャ
ブ
ル
の
な
か
で
最
低
な
の
は
ハ
ル
フ
ル H

arh
u
res

（「
基
盤
を
も
た
な
い
」）
で
あ
る
。
そ
の
先
祖
は
不

明
で
あ
る
。
彼
ら
は
物
乞
い
で
生
活
し
て
い
る
。
彼
ら
の
人
口
は
小
さ
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
ガ
テ
マ
ン
ガ
ル
の
よ
う
な
場
合

に
し
ば
し
ば
物
乞
い
を
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
渓
谷
の
外
側
に
住
む
カ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
カ
サ
イ
、
ナ
ピ

ト
、
カ
パ
リ K

apali

お
よ
び
他
の
ネ
ワ
ー
ル
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
は
、
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
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ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
に
も
と
づ
く
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
状
況

　　

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
指
向
の
社
会
に
は
三
つ
の
主
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
カ
ス
、
ネ
ワ
ー
ル
そ
し
て
マ
イ
テ
ィ
リ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
諸
部
族
か
ら
成
る
別
の
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。
カ
ス
と
ネ
ワ
ー
ル
お
よ
び
マ
イ
テ
ィ
リ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
構
造
に
は
一
致
点
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
す
べ
て
四
つ
の
ク
ラ
ス
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ブ

ラ
ー
マ
ン
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
、
そ
し
て
シ
ュ
ー
ド
ラ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
起
源
と
イ
ン
ド
起
源

の
間
の
違
い
も
ま
た
存
在
す
る
が
、
そ
れ
も
ま
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ B

hum
iputra  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ヤ
ヤ
ヴ
ァ
ー
ル Y

ayavar  
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
言
及
さ
れ
て
も
よ
い
。
ネ
パ
ー
ル
に
は
ま
た
ヒ
ン
ド
ゥ
教
徒
、
仏
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
そ
し
て
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
カ
ス
、
ネ
ワ
ー
ル
お
よ
び
マ
イ
テ
ィ
リ
は
増
大
す

る
複
合
的
な
カ
ー
ス
ト
差
別
と
抑
圧
を
経
験
し
て
き
た
。
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
論
点
は
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
と
ヴ
ァ

イ
シ
ャ
を
サ
ブ
・
カ
ー
ス
ト
に
分
類
し
、
カ
ー
ス
ト
を
一
列
縦
隊
に
し
狭
め
る
こ
と
に
あ
る
。

　

別
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
ネ
パ
ー
ル
の
社
会
は
、
明
確
に
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
分
裂
し
て
お
り
、
タ
ッ
チ
ャ
ブ

ル
は
彼
ら
と
の
結
婚
関
係
は
持
た
な
い
し
、
ま
た
彼
ら
が
家
に
入
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
の
西
部
で
は
、
彼
ら
は
ま
た
水
を

撒
く
こ
と
（
浄
化
行
為
）
を
行
う
。
低
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
、
寺
院
や
葬
式
場
や
飲
料
水
の
蛇
口
や
井
戸
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
店
や
他
の

公
衆
の
利
用
す
る
場
所
の
大
抵
を
使
用
す
る
こ
と
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部
族
も
ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
・

カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
内
部
に
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
低
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
つ
い
て
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
行
し
て
い
る
。

　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
慣
行
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
そ
れ
自
体
の
内
部
で
、
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
と
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
と
の
間
に
差
別
を
つ
け
る
程
度
に
ま
で
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な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ミ
と
サ
ル
キ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ダ
マ
イ
の
よ
う
な
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
み
な
し

て
お
り
、
他
方
、
カ
ミ
と
サ
ル
キ
の
間
に
さ
え
不
平
等
が
存
在
す
る
。
ダ
マ
イ
は
ガ
イ
ネ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ

ブ
ル
と
み
な
す
。
最
近
で
は
、
同
じ
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
人
々
が
、
そ
の
悲
惨
な
経
済
状
態
に
よ
っ
て
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
辺
境
西
部
地
域
の
い
く
つ
か
の
部
分
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
疑
い
も

な
く
、
差
別
に
反
対
す
る
被
抑
圧
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
組
織
的
レ
ベ
ル
で
の
闘
い
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
屋
内
に
公

然
と
入
っ
た
り
、
結
婚
関
係
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
実
質
化
さ
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
ネ
パ
ー
ル
西
部
の
丘
陵
地

域
で
は
、
若
干
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
が
自
分
達
自
身
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
持
ち
、
い
ま
や
す
べ
て
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
そ
こ
に
行
く
の
で
あ
る
。

　

上
位
カ
ー
ス
ト
出
自
の
人
々
は
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
た
い
し
て
、「you

」
の
非
敬
称
的
形
態
（「
タ
ン
」'tan'

）
を
使
う
。
逆

に
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
対
し
て
年
齢
に
関
わ
り
な
く
「you

」
の
敬
称
形
態
（「
タ
パ
イ
ン
」'tapain'

）

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
け
加
え
れ
ば
、
彼
ら
は
ま
た
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
を
「
バ
ジ
ェ
」'B

aje'

（
祖
父
）、
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
や
マ

ガ
ー
ル
を
「
ム
キ
ヤ
」'M
ukhiyas'

（
親
方
）、
そ
し
て
ラ
イ
や
リ
ン
ブ
ー
を
「
ス
ッ
バ
」'Subba'

（
お
役
人
）
と
か
他
の
敬
称
形
態
で

呼
ぶ
必
要
が
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
、
民
主
制
の
到
来
と
と
も
に
、
社
会
的
諸
差
別
は
、
何
ら
か
の
法
的
条
項
の
ゆ
え
に
で
は
な
く
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の

人
々
自
身
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
の
ゆ
え
に
、
崩
壊
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
変
化
で
さ
え
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
を
廃

止
で
き
な
か
っ
た
。
公
衆
の
利
用
す
る
場
所
は
あ
る
と
こ
ろ
で
は
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
開
放
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
状
況
は
大
部
分

変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
で
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
に
た
い
し
て
法
的
制
裁
規
程
が
作
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
侵
犯
が
何
ら
か
の
特
殊
の
刑
罰
を
受
け
な
い
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
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ネ
パ
ー
ル
新
憲
法
（
一
九
九
〇
年
）
の
第
一
一
条
第
四
項
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
は
処
罰
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

シ
ヴ
ィ
ル
・
コ
ー
ド
も
ま
た
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
修
正
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
憲
法
的
お
よ
び
法
的
諸
条
項
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
は
な
お
実
際
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
が
寺
院
や
他

の
公
衆
の
利
用
す
る
場
所
に
ア
ク
セ
ス
す
る
の
を
認
め
な
い
（
詳
細
は
諸
行
事
の
叙
述
を
み
よ
）。

　

国
内
に
存
在
す
る
、
カ
ー
ス
ト
に
も
と
づ
い
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
の
状
況
は
、
地
域
の
も
と
づ
い
た
も
の
と
し
て
は
以
下
の

よ
う
に
示
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

辺
鄙
な
西
部
地
域

　　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
特
に
丘
陵
や
山
岳
部
に
お
い
て
極
端
な
形
で
存
在
す
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス

ト
は
寺
院
や
他
の
公
衆
の
利
用
す
る
場
所
へ
入
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
バ
イ
タ
デ
ィ
郡
の
デ

ヒ
マ
ン
ド
ゥ
で
毎
年
行
わ
れ
る
市
場
に
参
加
し
た
り
屋
台
を
開
く
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
。
三
年
前
、
彼
ら
は
参
加
に
つ
い
て
郡
主
席

官
に
請
願
書
を
出
し
た
が
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
の
点
に
関
し
て
何
の
措
置
も
と
ら
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は

バ
イ
タ
デ
ィ
の
カ
ラ
ン
ガ
の
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
寺
院
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
外
に
座
り
、
食
器
類
を

洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
場
所
で
浄
化
の
た
め
に
散
水
の
慣
行
も
存
在
す
る
。
ミ
ル
ク
や
ミ
ル
ク
製
品
は
飲
食
の
た
め
に
ア

ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
は
与
え
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
ギ
ー
（
ミ
ル
ク
製
品
）
は
彼
ら
が
触
れ
た
と
し
て
も
穢
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ア

ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
少
年
や
少
女
は
公
立
学
校
で
さ
え
も
差
別
さ
れ
る
。
彼
ら
は
別
の
飲
用
ポ
ッ
ト
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼

ら
は
ま
た
触
れ
る
と
イ
ン
ク
が
穢
れ
る
の
で
ク
ラ
ス
で
別
々
に
座
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
ド
ゥ
ン
グ
ラ
、
ト
リ
プ
ラ
、
ス
ン

ダ
リ
‐
四
（
バ
イ
タ
デ
ィ
郡
）
の
シ
ヴ
ァ
小
学
校
で
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
、
ア
ル
ミ
の
バ
ケ
ツ
と
水
ポ
ッ
ト
（「
ロ
タ
」"L

ota"

）
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を
買
い
、
そ
れ
ら
を
子
供
達
の
た
め
に
学
校
に
手
渡
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
が
使
い
、
そ
の
代
わ
り
ア
ン
タ
ッ

チ
ャ
ブ
ル
は
古
い
バ
ケ
ツ
を
提
供
さ
れ
た
。
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
・
ラ
ム
・
マ
ハ
ー
ル
は
、
バ
ロ
コ
ッ
ト
（
バ
イ
タ
デ
ィ
）
の
デ
ネ
シ
ュ

ワ
ー
ル
中
学
校
の
第
八
か
ら
第
十
学
級
ま
で
勉
強
し
た
が
、
彼
は
こ
の
時
期
学
校
で
水
を
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
述
べ
た
。
同
じ
所
で
、

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
食
べ
る
の
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
外
で
立
ち
、
皿
を
二
回
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
の
蛇
口
が
あ
り
、
低
い
の

は
低
位
カ
ー
ス
ト
用
、
上
方
の
は
上
位
カ
ー
ス
ト
用
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
が
そ
の
名
前
の
真
中
に
「
ラ
ム
」"R

am
"

を
挿
入
し
、
同
様
に
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ク
シ
ャ
ト
リ

ア
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
プ
ラ
サ
ド
」"P

rasad"

や
「
バ
ハ
ド
ゥ
ル B

ahadur

」 ／ 「
ド
ゥ
ワ
ジ
ュ D

hw
aj

」
と
書
く
と
い
う
伝
統
が
あ
る
。

確
認
の
た
め
に
、
彼
ら
は
そ
の
市
民
証
明
書
や
土
地
所
有
証
明
書
や
約
束
状
に
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
地
位
（
た
と
え
ば
ス
ナ
ー
ル 

Sunar

、
ロ
ハ
ー
ル L

ohar

、
カ
ミ K
am
i

、
ド
ー
ビ D

hobi

、
ダ
ル
ジ D

arj

、
ド
ゥ
ー
ム D

oom

、
バ
デ
ィ B

adi

な
ど
）
を
示
す
姓

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
た
と
え
ば
ナ
リ
・
ラ
ム
・
ロ
ハ
ー
ル
、
プ
ラ
タ
ッ
プ
・
ラ
ム
・
ロ
ハ
ー
ル
な
ど
）。
バ
ラ
コ
ッ
ト
‐

六
の
学
校
に
入
学
す
る
場
合
に
は
、
ラ
ム
・
シ
ン
・
ラ
ワ
ド
ゥ
や
バ
ス
カ
ル
・
デ
ヴ
・
ラ
ワ
ド
ゥ
は
、
そ
の
名
前
を
ラ
ム
・
ラ
ム
や
バ

ス
カ
ル
・
ラ
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

同
様
に
、
ゴ
パ
ル
・
ラ
ジ
・
ポ
ウ
デ
ル
は
カ
ラ
ン
ガ
の
住
人
で
、「
ポ
ウ
デ
ル
」P

odel

と
い
う
姓
で
彼
の
息
子
に
市
民
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん
だ
。
し
か
し
、
郡
主
席
官
マ
ダ
ヴ
・
ラ
ジ
・
シ
ャ
ル
マ
は
こ
の
姓
で
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
を
断
っ
た
。

郡
主
席
官
（C
D
O

）
は
も
し
「
ポ
ウ
デ
ル
」
が
該
当
人
に
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
ま
ち
が
え
ら
れ
、
上

位
カ
ー
ス
ト
の
少
女
と
結
婚
し
、
紛
糾
を
作
り
出
す
か
も
知
れ
な
い
と
論
じ
た
。

　

バ
イ
タ
デ
ィ
や
ド
ー
テ
ィ
や
バ
ジ
ャ
ー
ン
や
バ
ジ
ュ
ラ
の
諸
郡
で
は
、
ク
マ
ル
（
ポ
ッ
ト
作
り
）
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
な
か
で

最
低
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
チ
ャ
ー
ム
郡
で
は
ク
マ
ル
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
と
同
等
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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残
り
の
諸
郡
で
は
彼
ら
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
で
は
な
い
。

　

都
市
地
域
で
は
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
用
に
別
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
い
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
場
所
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ア
ン
タ
ッ

チ
ャ
ブ
ル
用
か
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
用
か
を
示
す
ボ
ー
ド
を
掲
げ
る
こ
と
が
義
務
と
さ
れ
て
き
た
。
バ
イ
タ
デ
ィ
の
カ
ラ
ン
ガ
や
ド
ー
テ
ィ

の
デ
ィ
パ
イ
ヤ
ル
で
開
店
し
た
「
ビ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
・
ホ
テ
ル
」
は
こ
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
ル
と
考
え
ら
れ
う
る
。
最
初
は
ビ
シ
ュ
ワ
カ

ル
マ
た
ち
だ
け
が
こ
れ
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
入
り
口
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ー
ス
ト
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
達

の
間
の
統
一
や
統
合
の
増
大
と
と
も
に
、
彼
ら
の
す
べ
て
が
等
し
く
そ
こ
で
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
れ
自
体
の
内
部
で
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
も
ま
た
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
間
の
平
等

性
を
大
き
く
す
る
運
動
と
と
も
に
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
結
果
、
古
い
世
代
や
家
庭
で
は
な
お
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
が
存

続
し
、
お
互
い
の
結
婚
が
な
お
許
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
は
共
通
の
祝
祭
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
間
で
の
浄
化
の
た
め
の
散
水
の
慣
行
は
い
ま
や
消
失
し
て
い
る
。

　

ネ
パ
ー
ル
王
国
軍
内
の
低
い
等
級
で
雇
わ
れ
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
、
兵
舎
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
そ
こ
で
一
人
で
住
ん
で
い

る
。
彼
ら
は
外
部
で
生
活
し
義
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
警
察
業
務
に
限
定
的
に
雇
わ
れ
た
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
も
ま
た
、

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
を
理
由
に
差
別
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
レ
ン
ド
ラ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
ラ
サ
イ
リ
の
よ
う
な
例
も

ま
た
見
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
バ
ジ
ャ
ー
ン
か
ら
デ
ィ
パ
ヤ
ル
ま
で
い
っ
た
が
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
に
属
し
て
い
る
と

言
う
理
由
で
警
察
の
ポ
ス
ト
に
不
適
格
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
公
的
レ
ベ
ル
で
配
布
さ
れ
た
水
栓
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
居
住
地
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ヘ
マ
ン
タ
ワ
ダ

第
五
区
（
バ
ジ
ャ
ー
ン
）
の
バ
ン
デ
ル
ビ
ン
デ
ィ
村
で
は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
の
使
用
す
る
飲
料
水
パ
イ
プ
の
ル
ー
ト
が
変
更
さ

れ
た
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
居
住
区
を
通
っ
て
水
が
穢
れ
る
が
ゆ
え
に
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
約
三
〇
家
族
が
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蛇
口
か
ら
飲
料
水
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
数
は
教
職
で
は
、
む
し
ろ
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
彼
ら
は
屈
辱
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
通
学
す
る
子
供
達
の
数
も
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
と
て
も
わ
ず
か
で
あ

る
。
彼
ら
も
ま
た
屈
辱
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
従
僕
の
ポ
ス
ト
に
全
体
的
に
不
適
合
だ

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
の
若
干
の
村
、
た
と
え
ば
ロ
デ
ィ
デ
ヴ
ァ
ル
村
開
発
委
員
会
（
バ
イ
タ
デ
ィ
）
で
は
、
豊
か
な
人
々
は
酔
っ
払
っ
て
ダ
マ

イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
評
判
の
歌
い
手
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
女
性
や
若
い
女
の
子
に
よ
る
踊
り
や
歌
を
楽
し
む
。
踊
り
の
得
意
な
成
熟

し
た
女
性
は
、
若
い
少
女
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
た
と
え
彼
女
達
が
ぜ
ん
ぜ
ん
踊
り
方
を
知
ら
な
く
て
も
で
あ
る
。

　

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
寺
院
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
る
。
ナ
ガ
ル
ジ
ュ
ン
村
開
発
委
員
会
（
バ
イ
タ
デ
ィ
）
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
・

ナ
ラ
ヤ
ン
・
プ
ー
ジ
ャ
（
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
礼
拝
）
の
「
プ
ラ
サ
ド
」"P

urasad"

（
男
神
あ
る
い
は
女
神
に
提
供
さ
れ
た
食
べ
物
）
は
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
提
供
さ
れ
な
い
。
カ
ラ
ン
ガ
‐
一
に
あ
る
ジ
ャ
ガ
ナ
ー
ト
寺
院
の
偶
像
は
ブ
ー
ル
・
カ
ー
ス
ト
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
が
、
最
近
で
は
こ
れ
ら
の
人
々
は
寺
院
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
別
の
偶
像
が
違
っ
た
場
所
に
彼
ら

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
公
共
道
路
は
祭
り
の
間
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
に
た
い
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ジ
ャ
ー
ン
郡
の
チ
ャ
イ
ン
プ
ル
村
開
発
委
員
会
の
ピ
ス
レ
ク
お
よ
び
ダ
ミ
レ
ク
で
は
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
上
位
カ
ー
ス
ト

の
人
々
の
濡
れ
た
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
た
り
、
そ
の
家
の
壁
に
触
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
が
知
ら
な
い
で
そ
う
し
て
も
、

彼
ら
は
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
プ
ル
ニ
マ P

urnim
a

（「
満
月
」）
の
後
パ
ン
チ
ャ
ミ P

ancham
i  

ま
で
、
シ
ュ
ラ
ワ
ン
・
ア
ー
ウ
ン
シ
か
ら
ダ
ミ
レ
ク
ま
で
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
犬
が
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
に
触
れ
る
な
ら
ば
、
同

じ
場
所
で
犬
は
撒
水
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ
る
。
リ
サ
パ
ダ
‐
四
で
は
、
サ
ル
キ
は
地
元
の
タ
ル
・
タ
パ T

halu
T
hapas

の
死
に
際
し

て
頭
を
そ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ト
デ
ヴ
ァ
ル
の
ア
ウ
ジ
と
ヘ
マ
ン
タ
ワ
ダ
の
ド
ー
リ
は
上
位
カ
ー
ス
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
死

223 ――ネパールのアンタッチャブル（一）



や
生
に
際
し
て
音
楽
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
統
は
ネ
パ
ー
ル
の
東
部
地
域
で
も
部
分
的
に
存
在
す

る
と
み
ら
れ
る
。

　

以
下
に
記
述
す
る
出
来
事
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ビ
リ
テ
ィ
に
か
ん
す
る
問
題
の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。

　

－

ラ
ク
シ
ミ
・
ラ
ム
・
ブ
ー
ル
と
カ
ル
ク
テ
・
ロ
ハ
ー
ル
が
カ
ラ
ン
ガ
の
ラ
シ
ュ
ト
リ
ア
銀
行
に
水
牛
を
育
て
る
た
め
の
ロ
ー
ン
を

申
し
込
ん
だ
時
、
銀
行
支
配
人
（
す
な
わ
ち
ガ
ネ
ー
シ
ュ
・
ド
ゥ
ッ
タ
・
レ
カ
ク
）
は
そ
の
ミ
ル
ク
は
市
場
で
売
れ
な
い
だ
ろ
う
と

言
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

　

－

チ
ャ
ン
ナ
ダ
ラ
で
ダ
マ
イ
が
め
で
た
い
折
に
ダ
マ
ウ
を
演
奏
し
始
め
た
が
、
彼
ら
は
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
叱
ら
れ
た
。
彼
ら

は
彼
ら
（
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
）
の
た
め
に
そ
う
し
た
と
言
い
、
最
終
的
に
救
わ
れ
た
。

　

－

ガ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
ラ
サ
イ
リ
は
バ
イ
タ
デ
ィ
地
税
収
入
局
の
プ
ラ
ヤ
グ
・
ラ
ー
ジ
・
ウ
パ
デ
ィ
ヤ
ヤ
に
一
九
九
三
年
、
彼
の
証
明

書
の
真
正
コ
ピ
ー
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
お
う
と
近
づ
い
た
。
し
か
し
、
ウ
パ
デ
ィ
ヤ
ヤ
氏
は
彼
に
そ
れ
を
置
く
よ
う
に
頼
ん

だ
。
彼
が
彼
の
親
戚
の
死
を
見
守
っ
て
お
り
、
彼
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

－

上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
、
も
し
興
奮
し
て
低
位
カ
ー
ス
ト
の
名
前
を
使
用
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
大
き
な
犯
罪
と
み
な
す
。
た

と
え
ば
、
メ
ラ
ウ
リ
‐
三
（
バ
イ
タ
デ
ィ
）
出
身
の
パ
ド
ゥ
マ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
チ
ャ
ン
ド
は
喧
嘩
で
マ
ン
・
シ
ン
・
ガ
ル
テ
ィ
を

「
ダ
ム
」d

u
m

と
呼
ん
だ
か
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
決
定
し
た
と
お
り
五
〇
〇
〇
ル
ピ
ー
の
罰
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　

－

最
近
マ
ジ
村
の
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
ビ
ル
ケ
シ
ュ
・
ダ
マ
イ
を
叱
責
し
た
。
彼
の
息
子
ク
シ
・
ラ
ム
の
花
嫁
を
駕
籠
に
乗
せ

て
運
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
花
嫁
を
強
制
的
に
駕
籠
か
ら
出
さ
せ
、
彼
ら
に
五
〇
〇
ル
ピ
ー
の
罰
金
を
科
し
た
。

　

－

ガ
イ
リ
・
ガ
オ
ン
（
バ
ジ
ャ
ー
ン
）
の
ス
ル
マ
タ
ル
と
い
う
聖
地
に
行
く
前
の
一
五
日
は
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
触
れ
て
は
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い
け
な
い
。
も
し
触
れ
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
。
こ
の
場
所
は
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
徒

や
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
は
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　

－
山
岳
お
よ
び
丘
陵
地
に
お
い
て
は
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
す
べ
て
の
タ
イ
プ
の
店
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
は
店
の

外
で
距
離
を
置
い
て
立
っ
て
物
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

－

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
ダ
デ
ル
ド
ゥ
ラ
町
の
バ
グ
バ
ザ
ー
ル
で
道
の
ま
ん
な
か
に
位
置
す
る
ジ
ョ
ギ
ン
タ
ナ
に
遠
方
か
ら
歩
い
て

こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

－

シ
ル
ガ
デ
ィ
（
ド
ー
テ
ィ
）
の
有
名
な
シ
ャ
イ
レ
シ
ュ
ワ
リ
寺
院
は
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
寺

院
の
外
側
に
立
つ
女
神
に
敬
意
を
払
い
礼
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

－

バ
ジ
ャ
ー
ン
郡
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
自
ら
の
神
々
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ガ
（
ラ
ン
ゴ
）、
バ
タ
ワ
ラ
（
バ
ン

タ
パ
ロ
）
マ
サ
ネ
な
ど
。
こ
れ
ら
の
神
々
は
他
の
カ
ー
ス
ト
出
自
の
人
々
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
誰
か
が

死
ん
だ
時
に
ほ
ら
貝
を
吹
く
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
彼
ら
は
銅
の
パ
イ
プ
や
パ
パ
イ
ア
の
果
柄
を
吹
く
。

　

－

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
屋
外
で
組
織
さ
れ
た
集
会
に
出
席
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
寺
院
区
域
の
内
部
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

も
し
彼
ら
が
集
会
で
演
説
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
彼
ら
は
寺
院
地
域
外
側
に
も
っ
て
こ
ら
れ
た
マ
イ
ク
を
使
用
で
き
る
。

　

－

最
近
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
ナ
ガ
ー
ル
‐
五
の
ス
カ
サ
ル
で
寺
院
を
建
て
た
。
そ
し
て
内
部
に
シ
ヴ
ァ
・
ナ
ラ
ヤ

ン
神
の
像
を
設
置
す
る
こ
と
を
欲
し
た
。
し
か
し
、
郡
主
席
官
や
市
長
を
含
む
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
が
そ
れ
に
つ
い
て
知
っ
た
時
、

彼
ら
は
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
シ
ヴ
ァ
・
ナ
ラ
ヤ
ン
神
を
礼
拝
す
べ
き
で
は
な
い
と
言
っ
て
そ
れ
を
阻
止
し
た
。
の
ち
に
彼
ら
は
ヴ
ィ

シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
の
像
を
設
置
す
る
た
め
に
若
干
の
財
政
的
支
援
を
拡
大
し
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
を
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
寺
院
」
と
彼

ら
が
呼
ぶ
よ
う
に
強
制
し
た
。
現
在
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
・
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
こ
の
寺
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。
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（
写
真
一
葉
、
シ
バ
の
代
り
に
お
か
れ
た
ヴ
ィ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
・
バ
バ
、
略
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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―
―
―
―
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―
―
―
―
―
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―
―
―

　

－

ラ
ク
シ
ミ
・
ス
ナ
ー
ル
と
パ
ド
ゥ
マ
・
ビ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
は
、
ど
の
よ
う
に
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
が
そ
の
性
的
欲
望
を
堪
能
さ

せ
る
た
め
に
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
女
性
を
搾
取
し
そ
し
て
品
性
を
落
と
し
た
状
態
に
し
て
い
る
か
を
例
証
す
る
例
と
し
て
引
用
さ
れ
う

る
。
カ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
郡
の
パ
ラ
サ
ン
‐
八
出
身
の
フ
リ
シ
・
ラ
ジ
・
ジ
ャ
イ
シ
は
、
ラ
ク
シ
ミ
・
ス
ナ
ー
ル
に
彼
と
と
も
に
家
か
ら

抜
け
出
す
よ
う
に
説
得
し
た
。
少
年
の
親
戚
は
彼
を
発
見
し
、
低
位
カ
ー
ス
ト
の
女
性
と
の
結
婚
は
彼
の
宗
教
と
カ
ー
ス
ト
を
け
が
す

と
彼
を
説
得
し
た
。
彼
ら
は
結
局
少
年
を
少
女
か
ら
引
き
離
す
こ
と
に
成
功
し
、
彼
を
イ
ン
ド
に
連
れ
て
い
っ
て
隠
し
た
。
現
在
ラ
ク

シ
ミ
・
ス
ナ
ー
ル
は
ど
こ
に
も
託
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
同
じ
郡
の
バ
イ
セ
・
ビ
チ
ャ
ワ
‐
六
出
身
の
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
バ
ハ
ド
ゥ

ル
・
ボ
ー
ラ
は
パ
ド
ゥ
マ
・
ビ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
に
彼
と
イ
ン
ド
に
逃
げ
る
よ
う
に
説
得
し
た
。
少
年
の
親
戚
は
少
女
を
脅
し
て
、
チ
ト

ワ
ン
で
彼
女
を
ビ
シ
ュ
ワ
カ
ル
マ
の
少
年
に
託
し
た
。
こ
の
少
年
は
少
女
を
ボ
ー
ラ
の
と
こ
ろ
に
連
れ
戻
し
た
が
、
後
者
の
母
親
は
彼

女
を
打
ち
、
無
法
に
も
彼
女
を
家
の
外
に
追
い
出
し
た
。
結
局
少
女
は
両
親
の
家
に
避
難
す
る
よ
り
ほ
か
に
選
択
の
道
が
な
か
っ
た
。

法
廷
で
パ
ド
ゥ
マ
は
少
年
と
住
み
た
い
と
請
願
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
な
お
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。

　

－

カ
ラ
ン
ガ
‐
二
（
ダ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ラ
）
出
身
の
ガ
ウ
ル
・
ダ
マ
イ
の
二
〇
歳
の
娘
の
キ
シ
ョ
リ
・
ダ
マ
イ
は
二
七
歳
の
ア
ン
シ
ン

グ
・
ダ
ー
ミ
に
恋
さ
れ
、
彼
の
妻
と
な
っ
た
。
彼
女
は
す
で
に
子
供
を
も
う
け
た
。
こ
の
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
の
正
統
派
社

会
の
圧
力
の
も
と
に
誘
拐
さ
れ
、
行
方
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

－

牢
獄
内
で
獄
吏
や
他
の
囚
人
が
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
囚
人
を
差
別
す
る
実
例
が
い
く
つ
か
観
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
別
は
、

マ
ヘ
ン
ド
ラ
・
ナ
ガ
ー
ル
牢
獄
で
は
比
較
的
少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
牢
獄
は
現
実
に
七
五
人
の
囚
人
の
収
容
能
力
が
あ
る
が
、
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い
ま
で
は
一
二
二
人
の
男
性
と
一
人
の
女
性
囚
人
で
収
容
過
多
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
カ
ミ
や
ダ
マ
イ
や
サ
ル
キ
の
よ
う
な

カ
ー
ス
ト
に
属
す
る
ネ
パ
ー
ル
や
イ
ン
ド
の
一
八
人
の
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
の
囚
人
が
い
る
。
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
は
別
の
台
所
を
与

え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
何
ら
の
差
別
な
し
に
同
じ
台
所
で
食
べ
て
い
る
。

　

－

一
九
九
二
―
九
三
年
に
バ
ジ
ャ
ー
ン
郡
で
行
わ
れ
た
土
地
調
査
で
、
土
地
は
数
世
代
の
間
そ
れ
を
利
用
し
て
き
た
地
元
の
サ
ル
キ

に
は
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
れ
は
非
合
法
的
に
地
元
の
首
長
に
登
録
さ
れ
た
。

ハ
リ
ヤ
（
耕
作
男
た
ち
の
）
シ
ス
テ
ム

　

バ
ン
ケ
や
バ
ル
デ
ィ
ヤ
や
他
の
い
く
つ
か
の
テ
ラ
イ
の
諸
郡
で
は
、
タ
ル
ー
た
ち
が
奴
隷
的
労
働
者
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
奴
隷
的
労
働
と
い
う
こ
の
慣
行
は
、
こ
の
発
展
し
た
丘
陵
部
に
起
源
を
も
つ
。
こ

の
ハ
リ
ヤ
シ
ス
テ
ム
は
、
封
建
的
首
長
が
丘
陵
部
か
ら
テ
ラ
イ
へ
移
住
し
た
と
き
に
、
か
れ
ら
に
よ
っ
て
テ
ラ
イ
に
導
入
さ
れ
た
。
か

れ
ら
は
タ
ル
ー
人
か
ら
土
地
を
ひ
っ
た
く
り
、
か
れ
ら
を
奴
隷
的
労
働
者
に
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
奴
隷
的
労
働
が
丘
陵
部
や
山
岳
部

で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
バ
イ
タ
デ
ィ
、
ダ
ン
デ
ル
ド
ゥ
ラ
、
バ
ジ
ャ
ー
ン
の
諸
郡
に
存
在
す
る
。

丘
陵
部
出
身
の
ブ
ラ
ー
マ
ン
や
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
は
田
畑
を
耕
す
べ
き
で
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
耕
作
男
た
ち
は
通
常
ロ

ハ
ー
ル
や
サ
ル
キ
や
ダ
マ
イ
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
貧
し
い
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
か
ら
ロ
ー
ン
を
借
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
れ
ら
が
利
息
を
支
払
え
な
い
場
合
に
は
、
ハ
リ
ヤ
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
息
は
か
れ
ら
の
賃

金
か
ら
支
払
わ
れ
る
。
加
え
て
か
れ
ら
は
ま
た
現
物
で
い
く
ら
か
報
酬
を
支
払
わ
れ
る
。
金
貸
し
た
ち
は
ロ
ー
ン
の
支
払
い
を
受
け
取

ら
ず
、
そ
し
て
ハ
リ
ヤ
は
耕
す
義
務
を
持
つ
の
で
あ
る
。
も
し
か
れ
ら
が
そ
う
す
る
こ
と
を
謝
絶
す
る
場
合
に
は
、
か
れ
ら
は
悪
霊
に

よ
っ
て
妨
害
さ
れ
る
と
脅
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
か
れ
ら
は
仕
事
を
続
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ハ
リ
ヤ
の
家
族
の
メ
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ン
バ
ー
も
ま
た
そ
の
主
人
の
下
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
な
り
多
数
の
素
朴
な
人
々
は
賃
金
な
し
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
リ
ヤ
は
一
年
中
穀
物
を
植
え
る
が
、
お
返
し
に
ま
っ
た
く
の
少
量
―
約
六
パ
テ
ィ
（
ネ
パ
ー
ル
の
単
位
）
の
米
と
一
ド
コ
（
あ
る
種

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ー
を
受
け
取
る
だ
け
で
あ
る
。
日
給
で
働
く
こ
う
し
た
人
々
は
、
朝
食
、
昼
食
お
よ
び
四
マ
ナ

（
二
㎏
）
の
稲
を
与
え
ら
れ
る
。
植
え
る
人
は
稲
の
一
パ
テ
ィ
を
支
払
わ
れ
る
。
貧
し
い
人
々
は
、
子
供
の
結
婚
や
あ
る
い
は
他
の
目

的
で
の
支
出
を
満
た
す
た
め
に
、
か
れ
ら
の
主
人
の
た
め
に
耕
し
た
り
他
の
仕
事
を
し
た
り
す
る
と
い
う
条
件
で
、
ロ
ー
ン
を
借
り
る
。

ロ
ー
ン
の
利
息
を
支
払
う
た
め
だ
け
に
耕
す
、
と
い
う
慣
行
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ロ
ー
ン
に
よ
る
主
な
元
利
合
計
を

支
払
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
借
り
手
は
奴
隷
的
労
働
者
と
し
て
全
生
涯
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
低
位
カ
ー

ス
ト
の
人
々
の
約
九
五
％
が
こ
の
状
態
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
う
ん
ざ
り
し
て
、
ト
リ
プ
ラ
・
ス
ン
ダ
リ
（
バ
イ
タ

デ
ィ
郡
）
出
自
の
老
人
で
あ
る
ア
ニ
ラ
ム
・
タ
ム
タ
は
、「
耕
作
以
外
の
す
べ
て
の
種
類
の
仕
事
を
す
る
」
と
、
こ
の
苦
い
経
験
を
表

現
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ま
た
西
部
地
域
の
ゴ
ル
カ
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
形
態
あ
る
い
は
別
の
形
態
で
、

国
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
西
部
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
そ
れ
は
奴
隷
的
労
働－

経
済
的
に
収
奪
さ

れ
る
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
へ
の
人
権
侵
犯
に
い
た
る
暴
力
的
慣
行
―
の
形
態
で
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
経
済
的
に
ベ
タ
ー
で
あ
る

そ
れ
ら
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
で
さ
え
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
の
た
め
に
耕
作
す
る
よ
う
服
従
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
ブ

ラ
ー
マ
ン
や
タ
ク
リ
と
論
争
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。

ド
リ
（
担
ぎ
か
ご
）
シ
ス
テ
ム
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ド
リ
（「（
一
人
乗
り
の
）
担
ぎ
か
ご
」
は
、
通
常
辺
境
西
部
地
域
の
、
ダ
ル
チ
ュ
ラ
、
バ
ジ
ャ
ー
ン
、
バ
ー
ジ
ュ
ラ
、
ド
ー
テ
ィ
、

ア
チ
ャ
ー
ム
や
他
の
丘
陵
お
よ
び
山
岳
諸
郡
で
、
ロ
ハ
ー
ル
や
サ
ル
キ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
タ
ル
ー
の
花
嫁

や
花
婿
を
担
ぎ
か
ご
で
運
ぶ
の
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
慣
行
で
あ
る
。
担
ぎ
か
ご
の
運
び
人
は
限
定
さ
れ
た
額
の
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
。

も
し
か
れ
ら
が
そ
う
す
る
こ
と
を
拒
む
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
非
難
さ
れ
脅
さ
れ
、
市
場
を
訪
れ
た
り
水
を
使
用
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
る
。
か
れ
ら
は
ぶ
た
れ
て
担
ぎ
か
ご
を
運
ぶ
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
り
さ
え
す
る
。
無
知
か
ら
、
か
れ
ら
は
担
ぎ
か
ご
を
運
ば
な

け
れ
ば
、
か
れ
ら
の
神
が
不
愉
快
に
な
り
、
難
儀
を
こ
う
む
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
馬
の
背
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所

に
到
着
し
て
さ
え
も
、
い
わ
ゆ
る
上
位
者
は
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
と
見
せ
び
ら
か
し
の
た
め
に
担
ぎ
か
ご
で
旅
す
る
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
リ
（
姦
通
）
シ
ス
テ
ム

　

だ
れ
か
他
人
の
妻
と
結
婚
す
る
慣
行
は
ジ
ャ
リ
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
の
た
め
に
支
払
わ
れ
る
罰
の
金
額
は

ジ
ャ
リ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
疑
い
も
な
く
国
中
に
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
辺
境
西
部
地
域
で
は
、
か
な
り
異
な
っ

た
様
式
で
発
展
し
、
重
大
な
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
こ
の
問
題
は

例
外
的
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
他
方
低
位
カ
ー
ス
ト
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
現
象
で
あ
る
。

ダ
ン
・
カ
ー
ネ
／
チ
ャ
ン
グ
ラ
（
持
参
金
）
シ
ス
テ
ム

　

国
中
で
低
位
カ
ー
ス
ト
の
人
々
は
伝
統
的
に
結
婚
で
娘
を
与
え
る
一
方
、
花
婿
の
両
親
か
ら
財
を
要
求
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た
。
今

で
は
こ
の
慣
習
は
国
の
他
の
部
分
で
若
干
の
人
々
に
よ
っ
て
の
み
続
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
辺
境
西
部
地
域
で
は
な
お
広

範
に
行
わ
れ
て
い
る
。
結
婚
の
出
費
あ
る
い
は
そ
の
他
を
満
た
す
た
め
に
花
婿
の
両
親
か
ら
財
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
悲
惨
な
財
政
状
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況
の
結
果
で
あ
る
。 

（
以
下　

次
号
）
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